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第１回定例会会議録 

 

平成２３年 ９月 ２日（金） 

開  会  午前１０時００分 

 

－－－日程第１ 開会宣言－－－ 

〇議長（栁澤 治君） あらためまして、おはようございます。 

 これより、平成２３年第３回御代田町議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は１３名、全員の出席であります。 

 理事者側でも、全員の出席であります。 

 ただちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

－－－諸般の報告－－－ 

 日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。 

 荻原謙一議会事務局長。 

（議会事務局長 荻原謙一君 登壇） 

〇議会事務局長（荻原謙一君） 書類番号１をご覧いただきたいと思います。 

 諸般の報告 

 平成２３年９月２日 

 １．本定例会に別紙配布のとおり町長から議案２７件、報告１件が提出されてい

ます。 

 ２．監査委員より監査報告が別紙のとおりありました。 

 ３．本定例会に別紙配布した請願文書表のとおり、請願２件が提出され、受理し

ました。 

 ４．本定例会に説明のため、町長ほか関係者に出席を求めました。 

 ５．本定例会における一般通告質問者は、古越日里議員他６名であります。 

 ６．閉会中における報告事項は別紙のとおりです。 

 次のページからは監査委員からの定例監査、例月出納検査報告書でございますの

で、後ほどご覧をいただきたいと思います。 
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 また、閉会中の報告事項につきましては、全員協議会の折りに報告させていただ

きますので、この場においては省略させていただきます。以上でございます。 

〇議長（栁澤 治君） 以上をもって、諸般の報告を終わります。 

 

－－－日程第２ 会期決定－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してございますの

で、議会運営委員長より報告を求めます。 

 市村千恵子議会運営委員長。 

（議会運営委員長 市村千恵子君 登壇） 

〇議会運営委員長（市村千恵子君） おはようございます。 

 それでは報告いたします。 

 去る８月２５日、午後１時３０分より、議会運営委員会を開催し、平成２３年第

３回御代田町議会定例会に提出予定の議案、一般質問等について、審議日程等を検

討しましたので、その結果を報告いたします。 

 本定例会に町長から提案されます案件は、事件案１件、条例案４件、決算の認定

１３件、予算案９件、報告１件、計２８件であります。 

 ６月定例会以後提出された請願は２件で、受理と決定いたしました。 

 会期は本日より９月１２日までの１１日間とすることに決定いたしました。 

 次に、審議日程につきましては、書類番号１をご覧いただきたいと思います。 

 １５ページをお開きください。 

 平成２３年第３回御代田町議会定例会会期及び審議予定表 

 日時・月日・曜日・開議時刻・内容 

 第 １日目 ９月 ２日 金曜日 午前１０時  開会 

                        諸般の報告 

                        会期の決定 

                        会議録署名議員の指名 

                        町長招集のあいさつ 

                        議案上程 

                        議案に対する質疑 
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                        議案の委員会付託 

 第 ２日目 ９月 ３日 土曜日        議案調査 

 第 ３日目 ９月 ４日 日曜日        議案調査 

 第 ４日目 ９月 ５日  月曜日 午前１０時  一般質問 

 第 ５日目 ９月 ６日  火曜日 午前１０時  一般質問 

 第 ６日目 ９月 ７日  水曜日 午前１０時  常任委員会 

 第 ７日目 ９月 ８日 木曜日 午前１０時  常任委員会 

 第 ８日目 ９月 ９日 金曜日 午前１０時  全員協議会 

 第 ９日目 ９月１０日 土曜日        休会 

 第１０日目 ９月１１日 日曜日        休会 

 第１１日目 ９月１２日 月曜日 午前１０時  委員長報告 

                        質疑・討論・採決 

                        閉会 

 続きまして各常任委員会、全員協議会の会場、時間についてご報告いたします。

次の１６ページをお開きください。 

 常任委員会開催日程 

  総務福祉文教常任委員会 

       ９月  ７日 水曜日 午前１０時   大会議室 

       ９月  ８日 木曜日 午前１０時   大会議室 

  町民建設経済常任委員会 

       ９月  ７日 水曜日 午前１０時   議場 

       ９月  ８日 木曜日 午前１０時   議場 

 全員協議会開催日程 

       ９月  ９日 金曜日 午前１０時   大会議室 

 であります。報告は以上です。 

〇議長（栁澤 治君） ただいま、議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日よ

り９月１２日までの１１日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 
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 よって、本定例会の会期は本日より９月１２日までの１１日間と決しました。 

 

－－－日程第３ 会議録署名議員の指名－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第３ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、議長において 

 １１番 市村千恵子議員 

 １３番 内堀恵人議員 

を指名いたします。 

 

－－－日程第４ 町長招集あいさつ－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第４ 議会招集のあいさつを求めます。 

 茂木祐司町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） 議員の皆さまには、時節柄大変お忙しい中にもかかわらず、９月

定例議会にご出席をいただき、議会が開会できますことに、厚く感謝を申し上げま

す。 

 まず最初に、東日本大震災における御代田町の救援対応につきまして、報告をさ

せていただきます。 

 町では、３月１３日に救援本部を設置し、救援募金、救援物資、被災者の受け入

れ支援などに取り組んできましたが、６月議会以降の状況について、報告させてい

ただきます。 

 救援募金につきましては、各区を通じての募金や、会社・団体・学校単位、個人

の皆さまから、８月３１日現在で、総額１，０３９万円を超える善意を寄せていた

だきました。大勢の皆さまの温かなご支援とご協力に対しまして、心から感謝申し

上げます。お預かりいたしました救援募金は、１，０１１万円余を日本赤十字社へ、

２８万円を栄村へ、それぞれ送金させていただきました。 

 また救援物資では、被災市町村からの要請を受けて、避難所での暑さ対策として、

岩手県九戸郡野田村の災害対策本部に扇風機５台を送らせていただきました。 

 町では、引き続き被災者支援のための募金を受け付けています。被災地の一日も

早い復興を願い、今後におきましても大勢の皆さまの温かいご支援をいただきます
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よう、お願いを申し上げます。 

 被災者の受け入れにつきましては、現在、２世帯３名の皆さまが福島県から避難

されています。町では、この８月１日から３１日までの１カ月間、県からの呼びか

けを受け、子どもの夏休みなどを利用して、福島県から一時避難される皆さまの短

期受け入れを行いました。今回の支援では、一里塚区内にある旧ペンションの所有

者にご協力をいただき、町が借り上げて受け入れを行いました。福島県からは３家

族延べ１４名の皆さまが訪れ、無料宿泊施設として利用をいただきました。訪れた

皆さまは、放射能のことを気にかけることなく、屋外で子どもたちを遊ばせたり、

近隣地での観光を楽しまれるなど、短期間ではありましたが、ゆっくりと過ごされ、

大変喜ばれてお帰りになりました。 

 町職員の被災地への応援派遣につきましては、町村会を通じた被災市町村からの

要請や、長野県を通じた厚生労働省の保健師等の派遣要請に対し、それぞれ派遣の

申し出を行いましたが、派遣先との調整が整わなかったことなどにより、それぞれ

次回以降に見送る結果となりました。また、技術専門職など１年以上の長期にわた

る派遣の要請がありましたが、当町の職員体制では対応できないことから、見送る

結果となりました。 

 しかしながら、被災地の一日も早い復興を願い、御代田町でも取組み可能な支援

策として、災害ボランティア活動を職員研修として行うこととし、第一次として、

８月２２日から２６日にかけて、岩手県上閉伊郡大槌町に職員６名を派遣しました。

現地では、研修参加者６名が、一日も早い復興に少しでもお手伝いできればとの思

いを胸に、大槌町安堵地区において、津波で押し流された住宅の基礎周辺に残った

瓦礫の撤去や側溝の泥だし作業を３日間行ってきました。被災地の復興には今後も

多くの時間と支援を必要としていることから、引き続き災害ボランティア派遣研修

など、御代田町でも取組み可能な支援策を講じていくことを考えています。 

 福島第一原子力発電所の事故による放射性物質の影響につきましては、発生から

５カ月を経過した現在においても、連日全国各地の幾つもの品目の検査結果が報道

されております。 

 当町の上水道への影響につきましては、去る８月４日に寺沢水源池及び蟻ヶ沢水

源池の二ヶ所の原水及び上水、計４検体について、２回目の検査を日本食品分析セ

ンターに依頼したところ、放射性ヨウ素、セシウムのいずれも検出されませんでし
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た。この検査結果につきましては、町のホームページやオフトーク放送で、既にお

知らせしております。また、御代田浄化管理センターの下水道汚泥につきましては、

去る８月２２日に２回目の検査を食品環境検査協会に依頼し、こちらも放射性ヨウ

素、セシウムのいずれも検出されませんでした。 

 今後につきましては、おおむね３カ月ごとに定期的な検査を依頼していく予定で

おります。なお、長野市、松本市、小諸市などで毎日空間の放射線量が観測されて

おりますので、その数値や佐久水道企業団の２週間ごとの検査結果に注目して、万

が一大きな増加がありましたら、即時に検査を行うことと考えています。 

 農業関係では、農作物への放射能汚染ですが、県は３月下旬以降、農産物の出荷

開始時期に合わせ、御代田町も含め、県下でサンプルを採取し、放射性物質が含ま

れるか調査を行ってきました。サンプル調査の結果につきましては、検査を実施し

た野菜、果物等については、御代田町で採取されたレタス、サニーレタスも含め、

すべてのサンプルについて、放射性物質は検出されませんでした。その結果は町で

もホームページ等で公表をしてきました。こうした取組みにより、長野県産の野菜

等の安全性に関する情報を発信し、消費者の信頼を維持することができたものと考

えています。これから収穫を迎える米についても、全市町村でサンプルを採取し、

検査を実施することになっています。 

 御代田町では、９月２０日ごろにサンプル採取を行い、検査結果は１０月初めに

公表する予定です。既に生産者の皆さまには、公表以前の米の販売等の自粛をお願

いをしているところであります。 

 次に、佐久市を中心とする新クリーンセンター建設計画の進捗状況について報告

します。 

 議会の皆さまにもご協力をいただき、７月２３日御代田地区、２４日伍賀地区、

２９日小沼地区、更には８月４日児玉区にて、御代田町のごみ処理方針及び考え方

についての説明会を行いました。お蔭さまをもちまして、建設候補地である佐久市

平根地区上舟ヶ沢棚畑についてご理解をいただくとともに、佐久地域に１つの焼却

場の建設が望ましいという町の大方針に基づき、佐久市を中心としたごみ焼却施設

の建設計画に一部事務組合の一員として加入し、佐久地域全体での処理の実現に向

けて積極的に取り組みたいとの考えをご理解をいただきました。大変ありがとうご

ざいました。このことは、御代田町議会と町とが一体となって協力し、佐久市を中
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心とする新施設の建設を実現していくことについて、町民の皆さまが評価され、理

解をいただけたものと考えています。また、これに引き続き、整備概要の説明会を

佐久市に職員派遣を要請し、行うこととなります。この概要説明会につきましては、

関係区及び希望される区については、個別に対応することを確認いただいておりま

すが、そのほかに全町民を対象として行うこととしております。既に８月２７日、

面替区と児玉区で開催し、これから９月９日伍賀地区を対象としてＪＡ伍賀支所で、

９月２１日『エコールみよた』で、全区域を対象として説明会を行うこととなりま

す。面替区と児玉区での説明会では、今後環境影響調査、いわゆる環境アセスにお

ける方法書の作成に着手し、調査内容を取りまとめた段階で住民説明会を実施する

旨を説明し、出席された皆さまにはおおむねご理解をいただきました。環境アセス

を行うことは、地域に与える影響を科学的見地から予測・評価することとなり、関

係住民の皆さまのご意見をお聞きすることでもあります。そのため、これらの説明

会でも同様にご理解いただけるよう、全力を尽くしてまいりたいと思います。今後

とも議員の皆さま方には絶大なるご協力をお願いするところです。 

 なお、町としましては、佐久市を中心とする新施設建設の成功に向けて、全力を

挙げて取り組むことを中心課題としております。そのうえで、町の方針として掲げ

てありました佐久クリーンセンターへの委託処理につきましては、現状からみまし

て佐久市に要望すべき状況にはないと判断させていただきまして、佐久クリーンセ

ンターでの委託処理の方針につきましては、いまの段階では方針を棚上げとさせて

いただきます。この方針につきましては、実現の可能性が見えてきた段階において

取り組んでまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきますよう、よろし

くお願いをいたします。 

 さて、本定例会に提案をさせていただいております案件は、事件案１件、条例案

４件、平成２２年度一般会計と１２の特別会計の決算認定１３件、平成２３年度一

般会計と特別会計８件の補正予算案９件、報告事項１件の、計２８件です。 

 提案させていただきます議案の概要を申し上げます。 

 まず、事件案でありますが、成年後見支援センターの設置に向けた事業を進める

とともに、佐久市が代表市町村として平成１９年４月から運営している、佐久障害

者相談支援センターの広域連合への移管に向けた事業を進め、平成２４年４月から、

これら２つのセンターを一体的に運営するための佐久広域連合規約の変更につい
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て、議会の議決をお願いするものです。 

 条例案４件につきましては、１件目として、現在協定締結に向けて策定作業を進

めている佐久地域定住自立圏形成協定の締結または変更すること、及び協定の廃止

を求める旨の通告に関して、地方自治法の規定により定める議会の議決すべき事件

とするため、御代田町定住自立圏形成協定の議決に関する条例の制定をお願いする

ものです。 

 ２件目の御代田町町税条例等の一部を改正する条例案につきましては、現下の厳

しい経済状況及び雇用情勢に対応して、税制の整備を図るための地方税法の一部を

改正する法律等が公布されたことに伴い、寄附金税額控除対象に特定非営利活動法

人に対する寄附金のうち、住民の福祉に寄与する寄附金として条例で定めるものを

追加し、税額控除の適用下限額を５，０００円から２，０００円に引き下げるなど

の改正を行うものです。 

 ３件目の御代田町世代間交流施設設置及び管理に関する条例案は、高齢者と地域

住民の世代間交流及び高齢者の介護予防を行える場として、厚生労働省の地域介護

福祉空間整備等施設整備交付金を受け実施している世代間交流施設の建設に伴い、

今回は完成に向けて事業が進んでいる広戸区と一里塚区の施設について、施設の設

置及び管理を必要とするため、新たに制定するものです。 

 ４件目の御代田町町営水道委員会条例の一部を改正する条例案につきましては、

現在６名で組織している委員会について、２つの簡易水道の統合を検討するうえで、

給水区域内１０区の代表者を委員に委嘱するため、１０名以内と委員数を改めるも

のです。 

 平成２２年度一般会計の決算認定につきましては、歳入総額は７８億９，５３４

万円で、前年度に比べて７億４８６万円、９．８％の増となりました。これは中学

校の建て替え、共同調理場の建設や、まちづくり交付金の大型事業の実施に伴い、

国庫支出金、町債が増額となったことによるものです。 

 歳出総額は、７３億４，５９９万円で、前年度に比べ、６億３，３９３万円、９．４％

の増となりました。これは中学校の建て替え、共同調理場の建設を始めとする普通

建設事業費や、児童手当に代わり給付が始まった子ども手当等扶助費の増額による

ものです。 

 以上、一般会計歳入歳出差引額から後年度の財政運営の健全化を図るため、財政
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調整基金へ２億５，０００万円の決算積立を行い、また、繰越明許により繰り越し

た財源を除いた１億９，９２６万円を、平成２３年度へ繰り越しました。 

 特別会計におきましても、それぞれ１２特別会計の設立趣旨に基づき、一般会計

同様、適正な運営に努めてまいりました。その結果、一般会計、特別会計ともに黒

字決算となり、今議会において財政健全化法に基づく監査委員の審査に付した良好

な比率を報告することができました。 

 次に平成２３年度一般会計の補正予算でありますが、歳入歳出それぞれ、４億

４，２３０万円を増額し、合計７１億９，９８０万円とするものです。 

 歳入の主な内容は、前年度繰越金、普通交付税や町債のうち臨時財政対策債の額

の確定による増額を計上しました。 

 歳出の主な内容は、緊急告知システム設置工事の入札差金による２億１９３万円

の減額に対し、ほかのまちづくり交付金事業で実施している道路事業、塩野下藤塚

地区の水路改良事業及び消防詰所の建設事業の増額をお願いをしました。このほか、

平成２２年度より繰越で事業実施してきました住宅リフォーム補助金と、新エネル

ギー補助金につきまして、大変好評をいただいておりますことから、予算が不足し

ております。引き続いて事業を実施して、町民の皆さまの要望に応えるために住宅

リフォーム補助金に１，０００万円を追加し、新エネルギー導入奨励金に３００万

円の増額補正をお願いをいたしました。 

 また、特別会計においても、前年度繰越金が確定したことなどにより、８会計で

総額１億３，９８６万円の増額補正を計上させていただきました。 

 報告事項につきましては、平成２２年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不

足比率の報告です。 

 以上、概要を申し上げましたが、詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明

いたしますので、よろしくご審議をいただき、原案どおりのご採択をお願い申し上

げまして、第３回御代田町議会定例会招集のあいさつとさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） これより、議案を上程いたしますが、場内大変蒸し暑くなってお

りますので、上着を脱ぐことを許可いたします。 

 

－－－日程第５ 議案第６８号 佐久広域連合規約の変更について－－－ 
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〇議長（栁澤 治君） 日程第５ 議案第６８号 佐久広域連合規約の変更についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原眞一総務課長。 

（総務課長 荻原眞一君 登壇） 

〇総務課長（荻原眞一君） それでは、議案書の３ページをお開きください。 

 議案第６８号 佐久広域連合規約の変更について。 

 地方自治法第２９１条の３第１項の規定により、佐久広域連合規約を別紙のとお

り変更するというものであります。 

 この佐久広域連合規約の変更につきましては、介護保険制度と同時に創設されま

した成年後見制度のいっそうの利用促進を図るため、成年後見支援センターの設置

に向けた事業を進めるとともに、障害者自立支援法の施行により相談支援事業等が

市町村の必須事業となったことに伴いまして、佐久市が代表市町村として平成１９

年４月から運営しております佐久障害者相談支援センターの広域連合への移管に

向けた事業を進め、平成２４年４月からこれら２つのセンターを一体的に運営する

ことによりまして、県内圏域内住民福祉の向上を図るための規約の一部改正につい

て、地方自治法第２９１条の３第１項の規定により、組織市町村である当町に協議

がありました。この協議につきましては、同じく地方自治法第２９１条の１１の規

定によりまして、組織市町村議会の議決を経なければならないことから、今回、議

案として提出させていただいたものであります。 

 なお、これら２つのセンターの設置場所につきましては、佐久広域連合において

検討されました結果、野沢会館１階の芸術文化多目的室を事務室として借りること

とし、現在野沢会館を管理しております佐久市の文化振興課と協議をされていると

いうことでございます。 

 この芸術文化多目的室は、現在の佐久障害者相談支援センター及び佐久市障害者

自立生活支援センターの隣の部屋であり、利用者が現在の場所で定着していること

や、野沢会館は公的な建物であり、地域の皆さまに場所の周知がされていることか

ら、設置場所として選定されたものであります。 

 それでは、改正内容についてご説明申し上げます。 

 議案書の４ページをご覧ください。 
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 佐久広域連合規約の一部を改正する規約（案） 

 佐久広域連合規約の一部を、次のように改正する。 

 第４条中第１７号を第１９号とし、１４号から１６号までを２号ずつ繰り下げ、

第１３号の次に次の２号を加える。 

 （１４）成年後見支援センターの設置及び運営に関する事務 

 （１５）障害者相談支援センターの設置及び運営に関する事務 

 続きまして第５条中第１７号を１９号とし、第１４号から第１６号まで２号ずつ

繰り下げ、第１３号の次に次の２号を加えるということで、１４号として、成年後

見支援センターの設置及び運営に関連して、広域連合及び関係市町村が行う事務に

関すること 

 １５として、障害者相談支援センターの設置及び運営に関連して、広域連合及び

関係市町村が行う事務に関することをそれぞれ追加するものであります。 

 なお、別表の方をちょっとご覧いただきたいのですが、５ページの方をご覧くだ

さい。処理事務として、一番下の欄になりますけれども、１４号、先ほど申し上げ

た成年後見支援センターの設置及び運営に関する事務として、運営費として負担割

合につきましては均等割２０％、人口割８０％。 

 それと次の６ページになりますけれども、１５号として障害者相談支援センター

の設置及び運営に関する事務の運営費につきましては、均等割２０％、人口割

８０％として定めるものであります。 

 説明は以上であります。ご審議のうえ、お認めいただくよう、よろしくお願いい

たします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、討論を省略し、ただちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第６８号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第６８号 佐久広域連合規約の変更については、原案のとおり決し

ました。 

 

－－－日程第６ 議案第６９号 御代田町定住自立圏形成協定の議決に関する 

条例を制定する条例案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第６ 議案第６９号 御代田町定住自立圏形成協定の議決に

関する条例を制定する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の１７ページをお願いいたします。 

 議案第６９号 御代田町定住自立圏形成協定の議決に関する条例を制定する条

例案について 

 次のページ、１８ページをお願いいたします。 

 御代田町定住自立圏形成協定の議決に関する条例（案） 

 定住自立圏形成協定の締結又は変更をすること及び定住自立圏形成協定の廃止

を求める旨の通告をすることは、地方自治法第９６条第２項の規定により、議会の

議決すべき事件とする。 

 附則 この条例は、公布の日から施行する。 

 制定の理由でございますけれども、定住自立圏の形成協定の締結又は変更及び同

協定の廃止を求める旨の通告については、国の定住自立圏構想推進要綱により、地

方自治法第９６条第２項に基づく議会の議決を経ることとされているため、これを

議会の議決すべき事件として定めようとするものであります。 

 説明は以上であります。よろしくお願いをしたいと思います。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 
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 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第７ 議案第７０号 御代田町町税条例等の一部を改正する条例案 

について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第７ 議案第７０号 御代田町町税条例等の一部を改正する

条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 山本邦重税務課長。 

（税務課長 山本邦重君 登壇） 

〇税務課長（山本邦重君） それでは、議案書の１９ページをお願いします。 

 議案第７０号について、ご説明をさせていただきます。 

 議案第７０号 御代田町町税条例等の一部を改正する条例案について 

 御代田町町税条例等の一部を改正する条例案を、別紙のとおり提出する。 

（発言する者あり） 

 申しわけございません。これは『等』を入れていただけますでしょうか。訂正を

お願いします。御代田町町税条例等の一部を改正する条例案についてでございま

す。すみません。 

 御代田町町税条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。こちらは、

等はついておりません。平成２３年９月２日提出 御代田町長ということで、お願

いをします。 

 続いて２０ページになります。ここが御代田町町税条例等の一部を改正する条例

（案）ということで、お願いをしていきたいと思います。 

 この題目が正しいということで、よろしくお願いします。 

 以下、条文、大分ありますので、条文については朗読は省略をさせていただきま

して、改正の要旨について申し上げます。 

 この改正につきましては、現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して、税制
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の整備を図るための地方税法等の一部を改正する法律、それから地方税法施行令等

の一部を改正する政令及び地方税法施行規則の一部を改正する省令が、６月３０日

にそれぞれ公布されたことに伴い、町税条例等の一部を改正するものでございます。 

 改正条文については、改正内容が多くありますので、地方税法等の改正に伴う字

句の修正、条項などの項ずれについては、説明を省略させていただき、主だった改

正点について説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 改正内容についてですが、今回の町税条例等の一部改正は、町税条例それから町

税条例の一部を改正する条例の複数の条例を改正するため、３条で構成されていま

すので、題名を『御代田町町税条例等の一部を改正する条例』としております。 

 ２０ページから２６ページの第１条では、寄附金税額控除の適用対象に特定非営

利活動法人に対する寄附金のうち、住民の福祉の推進に寄与する寄附金として、町

税条例で定めるものを新たに追加します。現在のところ、町では、特定非営利活動

法人の指定の予定はありませんが、県で指定される場合がありますので、条文、別

表第２を盛り込んだ改正としております。 

 寄附金税額控除の適用下限額を改正前５，０００円から２，０００円に引き下げ

ます。これは地方税法第３４１条の７第２項でうたわれているものであります。 

 控除対象寄附金に係る寄附金税額控除の適用を受けようとする場合においては、

当該寄附金の額その他必要な事項を記載した申告書を、賦課期日現在における住所

所在地の市町村長に提出しなければならないこととしています。改正前は、県市町

村に対する寄附金及び共同募金会又は日本赤十字社に対する寄附金の記載があり

ましたが、改正後は、地方税法３１４条の７第１項第１号及び第２号に掲げる寄附

金として、記述をしております。 

 次に、租税罰則の見直しについてですが、社会経済状況の変化に対応し、税制へ

の信頼のいっそうの向上を図る観点から、罰則等の引き上げを行います。 

 地方税法の主な改正では、税務職員の守秘義務に反する罰則等で現行『懲役２年

以下又は罰金３０万円以下』を、『懲役２年以下又は罰金１００万円以下』に、申

告書の不提出等の秩序犯に係る罰則等では、現行『２０万円以下の罰金』を、

『５０万円以下の罰金』に、等々が改正されている部分であります。 

 また、故意の申告書等不提出による個脱犯に対する処罰規定の創設では、道府県

民税、市町村民税が懲役５年以下又は５００万円以下の罰金、地方たばこ税は懲役
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５年以下又は５０万円以下の罰金という創設がありました。それに合わせて、地方

税法に連動するため、町税条例の改正も脱税犯に係る過料の引き上げ等の所要の見

直しを行います。条文の中では、第２６条第１項、第３６条の４第１項、第５３条

の１０第１項、第６５条第１項、第７５条第１項及び第８８条第１項、第１０７条

第１項、第１３３条第１項中は、町民税、固定資産税、軽自動車税の納税管理人に

係る不申告、申告書の不提出などに関する過料を、現行『３万円以下』を『１０万

円以下』に引き上げる改正です。 

 また、過料が規定されている税目と整合性をとるため、第１００条の２、第１０５

条の２及び第１３９条の２は、たばこ税、鉱産税等の申告書の不提出及び納税管理

人に係る不申告等の秩序犯の罰則で『１０万円以下の過料』の規定を設けるもので

す。 

 ２２ページにありますが、２２ページ下段からの条例附則では、附則第７条の４

は、寄附金税額控除における特例控除額の特例で『地方税法の定めにより計算した

額』と改正しています。 

 附則第８条第１項中、肉用牛の売却事業所得の見直し、附則第１６条の３第３項

第２号、附則第１６条の４第３項第２号、附則第１７条の４第３項第２号、附則第

１８条第５項第２号、附則第１９条第２項第２号、附則第１９条の７第２項第２号

中は、地方税法で読み替えるよう改正するため、『株式に係る配当所得、土地譲渡、

先物取引等の所得に係る町民税の課税の特例の改正で、附則第７条の４の規定を削

除するものです。 

 ２５ページ中段、別表を次のように改める、については、別表第１は、改正前と

同じ区分であります。第３４条の７第１項第１号関係で、町がそれぞれ指定した場

合、アからコに区分してあります。現在のところ、指定している団体はありません。

ここで今度新たに別表第２は今回の改正により追加するものです。第３４条の７第

１項第２号の関係で、特定非営利活動法人を町が指定した場合に、法人名等が条例

改正により記載をされるようになります。 

 続いて２７ページになります。２７ページ第２条による町税条例の一部を改正す

る条例の一部改正では、平成２０年御代田町条例第１３号で一部改正した、附則第

２条第６項中で『特定非営利活動促進法に規定する特定非営利活動に係る事業』を

『特定非営利活動に関する寄附金』に改めるものです。同条附則１０項、１７項、
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２２項は、上場株式等の配当所得及び譲渡所得の軽減税率、個人に対して支払う上

場株式等の配当に係る配当割の軽減税率、源泉徴収選択口座における株式等譲渡所

得割の軽減税率の特例を２年間延長し、『平成２５年１２月３１日』までとします。 

 中段になりますが、第３条による町税条例の一部を改正する条例の一部改正は、

平成２２年御代田町条例第８号で改正した、附則第１条第４項中、非課税口座内上

場株式等の譲渡に係る所得計算の特例の施行日を、２年間延長し、『平成２７年１

月１日』までとします。 

 附則第２条第６項中は、適用規定を２７年度に改めるものです。 

 その下が、ここから本条例の附則になります。今回の条例改正の附則で、施行期

日、経過措置を定めるものであります。 

 第１条 この条例は公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、

当該各号に定める日から施行する。以下、第１号から第４号まではそれぞれ定める

日から施行するものであります。 

 続いて２８ページ、第２条、上段の方にありますが、第２条では、町民税に関す

る経過措置。 

 下段になりますが、第３条は固定資産税に関する経過措置。 

 続いて２９ページ、上段であります。第４条は町税条例の一部を改正する条例の

一部改正に伴う経過措置。 

 中段、第５条は罰則に関する経過措置。第６条は都市計画税に関する経過措置で

あります。 

 新条例についての読み替え規定、それぞれ定める日及び平成２３年度以降につい

て適用し、平成２２年度まではなお従前の例によることとしております。 

 なお、２７ページ第２条中の４行目及び２９ページ附則４条中の３行目に、平成

２３年御代田町条例第、号の号数が空欄でありますが、これは今回の町税条例等の

一部改正が公布された条例番号が入ります。議案議決後に入れますので、ご了解を

お願いしたいと思います。 

 なお、３０ページから６２ページまでの新旧対照表については、後ほどご覧いた

だきたいと思います。 

 以上、議案第７０号 御代田町町税条例等の一部を改正する条例案につきまして

提案理由を申し上げました。よろしくご審議いただきますよう、よろしくお願いい



１７ 

たします。以上です。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第８ 議案第７１号 御代田町世代間交流施設設置及び管理に 

関する条例を制定する条例案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第８ 議案第７１号 御代田町世代間交流施設設置及び管理

に関する条例を制定する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の６３ページをお願いいたします。 

 議案第７１号 御代田町世代間交流施設設置及び管理に関する条例を制定する

条例案について、ご説明をいたします。 

 次のページをお願いいたします。 

 少しミスプリントがございまして、ご訂正をお願いいたします。 

 第４条２項の一番後ろのところが「当該指定該指定」というふうになっています

ので、「指定該」の２項の行の一番後ろの指定から該までを削除をお願いしたいと

思います。当該指定管理者というふうにつながるように、誤植がございまして、大

変失礼いたしました。よろしいでしょうか。 

 それでは、条文をお読みいたします。 

 御代田町世代間交流施設設置及び管理に関する条例（案） 

 （趣旨） 

 第１条 この条例は、地方自治法第２４４条の２の規定に基づき、世代間交流施

設（以下「施設」という。）の設置及び管理に関し、必要な事項を定めるものとす

る。 
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 （設置） 

 第２条 高齢者と地域住民が世代間交流を行える場及び高齢者が介護予防を行

える場として、施設を設置する。 

 （名称及び位置） 

 第３条 施設の名称及び位置は、次のとおりとする。 

  一里塚地区世代間交流センター 御代田町大字馬瀬口１５０７番地１４５ 

  広戸地区世代間交流センター  御代田町大字広戸５５９番地１ 

 （指定管理者による管理の代行等） 

 第４条 町長は施設の管理を指定管理者（地方自治法第２４４条の２第３項に規

定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせることができる。 

 ２ 前項の規定により、指定管理者に施設の管理を行わせる場合の当該指定管理

者が行う業務は、次の各号に掲げるとおりとする。 

  （１）施設及び設備器具の維持保全に関すること。 

  （２）その他管理に関し町長が必要と認める事項。 

 （指定管理者の管理の期間） 

 第５条 指定管理者が施設の管理を行う期間は、指定を受けた日の属する年度の

翌年度の４月１日（当該指定を受けた日が４月１日である場合は、当該日）から起

算して５年の間とする。ただし、再指定は妨げない。 

 （補則） 

 第６条 この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。 

 附則 この条例は、公布の日から施行する。 

 先ほど、町長のあいさつの中にもございましたけれども、現在、厚生労働省の交

付金を得て整備を進めております施設の設置と管理に関する条例を制定しようと

するものでございます。よろしくご審議のうえ、お認めいただきますよう、お願い

いたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 
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 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第９ 議案第７２号 御代田町営水道委員会条例の一部を改正する 

条例案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第９ 議案第７２号 御代田町営水道委員会条例の一部を改

正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） それでは、議案書の６５ページをお願いいたします。 

 議案第７２号 御代田町営水道委員会条例の一部を改正する条例案について 

 別紙のとおり提出をいたします。 

 次のページでございます。 

 御代田町営水道委員会条例の一部を改正する条例（案） 

 御代田町営水道委員会条例（昭和３９年御代田町条例第２６号）の一部を、次の

ように改正する。 

 第３条中「６名」を「１０名以内」に改める。 

 附則 この条例は、公布の日から施行する。 

 こちらの改正の趣旨でございますが、現在の簡易水道の統合に関する問題がござ

います。これらの問題のご審議をいただくため、給水区域内の１０区、区がござい

ますが、その区長さんに住民代表として水道委員の委嘱をお願いしたいと考えてお

ります。現在の６名でございますと、委嘱をお願いする区、しない区の選定が非常

に困難と考えております。以上の理由から、１０名以内と改めたいと考えておりま

す。以上のとおりご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 
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 この際、暫時休憩いたします。 

（午前１０時５４分） 

（休  憩） 

（午前１１時０７分） 

〇議長（栁澤 治君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 

－－－日程第１０ 議案第７３号 平成２２年度御代田町一般会計 

歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第１０ 議案第７３号 平成２２年度御代田町一般会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の６８ページをお願いいたします。 

 議案第７３号 平成２２年度御代田町一般会計歳入歳出決算の認定について、ご

説明を申し上げます。 

 まず、決算書の６ページをお出しいただきたいと思います。６ページから１４

ページまで、歳入・歳出決算書の款項別集計表となっておりまして、これが全体の

集計表でございます。内容につきましては、資料番号１でご説明を申し上げたいと

思いますので、よろしくお願いをいたします。それで概要がございますので、その

うえにおきましてこの決算書、もう一度お戻りいただきまして、４１０ページ、平

成２２年度決算に関する説明資料、次の１ページ、目次ということで１ページ、こ

れをめくっていただきまして、次の２ページ、一般会計の概要ということで、概要

についてここでご説明を申し上げます。 

 なお、ちょっと昨年と変わっておりますので、ここでそのことについてご説明を

しておきます。昨年までは、普通会計ということで、普通会計と申しますのは、一

般会計とそれから住宅新築資金の特別会計、それから小沼財産管理会の特別会計、

この３つを合わせまして、普通会計ということになっておりまして、この普通会計

ベースでこの決算書の一般概要ができておりましたけれども、一般会計の内容が主

になりますので、一般会計ということで、の方がわかりやすいということで、今年
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度から一般会計に特化をさせていただきましたので、ご了解をいただきたいと思い

ます。 

 それでは、１といたしまして、平成２２年度決算総額、歳入。７８億９，５３４

万１，０００円。増額、増減で７億４８６万５，０００円の増額であります。 

 歳出で７３億４，５９９万６，０００円。６億３，３９３万５，０００円の昨年

と比較いたしまして増でございます。 

 翌年度へ繰り越すべき財源、１億８万２，０００円でございまして、前年と比較

いたしまして４，６３７万４，０００円の増でございます。 

 実質収支で、前年と比較いたしまして２，４５５万６，０００円の増でございま

す。 

 平成２２年度の決算総額につきましては、平成２１年度より繰越明許により繰越

した５億７，１１２万４，０００円を含んでおり、前年度に比べ、歳入で９．８％、

歳出は９．４％、それぞれ増加をいたしました。 

 歳入の主な増加要因は、前年度繰越金や減債基金繰入金の大幅な減額があったも

のの、２年目となった中学校の建て替え事業、まちづくり交付金事業により、国庫

支出金や町債の増額、町税の減収などから、地方交付税が大幅増額となったことに

よるものであります。 

 続きまして歳出ですけれども、主な増加要因は、２１年度実施した繰上償還によ

る公債費や、同じく２１年度に繰越して実施した定額給付金により、補助費が大幅

な減額となったが、それ以上に中学校の建て替え事業、まちづくり交付金事業等の

普通建設事業費や、児童手当に代わる子ども手当の新設による扶助費の増によるも

のであるということで、これが概要でございます。そして、２の歳入の状況、２

ページ、３ページ、それから４ページに行きまして、歳出の状況、６ページまでご

ざいますけれども、この内容につきましては、あとで読んでいただきたいと思いま

す。これの概略について、資料番号１の一般会計の決算状況ということで、ご説明

を申し上げたいと思いますので、お出しいただきたいと思います。 

 まず、歳入です。 

 款１、町税。項１、町民税。２２年度の決算額６億６，３６９万４，０００円。

対前年比で８．０％の減であります。主な内容ですけれども、個人住民税というこ

とで、これが７，０７７万３，０００円の減、１０．９％の減であります。法人税
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につきましては、１，２８９万３，０００円の増ということで、１７．２％の増で

あります。 

 続きまして項２、固定資産税。２２年度の決算額１２億５，２０９万５，０００

円。対前年比で０．２％の増であります。 

 項３、軽自動車税。２２年度の決算額３，３２５万３，０００円。対前年比

１．８％の増ということで、台数が６７台増加したというものでございます。 

 項４、たばこ税。２２年度の決算額８，２９０万９，０００円。対前年比で

５．９％の増であります。たばこ税の増税等による増収でございます。 

 項６、入湯税。決算額で４０万８，０００円。対前年比で８．５％の増というこ

とで、利用者の増によります。 

 項７、都市計画税。決算額１億２，３２２万３，０００円。対前年比で２．３％

の増ということで、固定資産税もそうなんですけれども、新築家屋の増でございま

す。 

 続きまして款２、地方譲与税。項１、自動車重量譲与税。決算額で５，２４８万

１，０００円。対前年比で６．０％の減であります。自動車重量税の減であります。 

 項２、地方揮発油譲与税。２，１８８万８，０００円。対前年比で７６．７％の

増であります。理由ですけれども、地方道路譲与税から移行による増というもので

あります。 

 そして、項の番号がついておりませんけれども、地方道路譲与税。これは決算額

で０と、皆減ということでありまして、この道路譲与税が地方揮発油譲与税の方に

移行になったというものでございます。 

 款３、利子割交付金。項１、利子割交付金。決算額で７１７万５，０００円。

０．９％の減ということで、利子税の減によるものでございます。 

 款４、配当割交付金。項１、配当割交付金。１８０万７，０００円。対前年比で

３．６％の増であります。株式の配当の増であります。 

 款５、株式等譲渡所得割交付金。項も同じでございます。決算額で６８万１，０００

円。対前年比で２４．８％の減であります。株式譲渡所得の減によるものでござい

ます。 

 款６、地方消費税交付金であります。決算額で１億４，１３６万３，０００円で

あります。対前年比で０．２％の減ということで、ほぼ前年並みでございます。 
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 款７、ゴルフ場利用税交付金であります。決算額で１，９９２万６，０００円。

７．２％の増であります。ゴルフ場利用者の増というものであります。 

 款８、自動車取得税交付金です。決算額で１，６５５万１，０００円。１０．３％

の減であります。自動車取得税の減でございます。 

 款９、地方特例交付金。項１、地方特例交付金。決算額で２，４９８万２，０００円。

２１．８％の増であります。内容ですけれども、子ども手当等の特例交付金という

ことで、４０９万９，０００円が減額。それと比しまして、減収補てん特例交付金

が３７万３，０００円の増でございます。 

 続きまして特別交付金。これにつきましては、皆減でございます。 

 款１０、地方交付税。項１、地方交付税。決算額で１４億１，９６６万６，０００円

であります。普通交付税で２億３，９６４万円の増。それから特別交付税で５，４２６

万９，０００円の増であります。これはこれだけ増になった理由ですけれども、交

付税全体の枠が増えたというものと、法人税が交付税の算出基準財政収入額として

減っているということで、普通交付税が増になっております。それから特別交付税

がこれだけ増えておりますけれども、これにつきましては、いわゆる企業への還付

ですけれども、これが増になったということでございまして、この分の補てんとい

たしまして、特交が増えているという内容のものでございます。 

 続きまして１１の交通安全対策特別交付金です。決算額で１７８万４，０００円

であります。対前年比で１０．９％の減。交通反則金の減でございます。 

 続きまして２ページをお願いをいたします。 

 款１２、分担金及び負担金。項１、負担金。決算額で１億１５２万５，０００円

です。対前年比で３５３．９％の増であります。主な理由ですけれども、保育料の

科目変更による８，６６２万４，０００円の増というものでございまして、保育料

については、使用料ということでずっとやってきたわけですけれども、正しいのが

負担金であるということで、２２年度において科目を変更させていただいたことに

よっての増でございます。 

 款１３、使用料及び手数料。項１、使用料。決算額で７，５４４万７，０００円

です。対前年比で５５．５％の減であります。これにつきましては、先ほど申し上

げましたとおり、保育料の科目の変更によるものが大きな理由でございます。 

 続きまして、款１４、国庫支出金。項１、国庫負担金。決算額で３億１，２４１
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万３，０００円です。対前年比で１４３．２％の増であります。大きな理由といた

しまして、子ども手当の負担金で２億２，０７３万９，０００円の増ということで、

子ども手当になったということで、増額になっております。 

 項２、国庫補助金。決算額で１０億４，９３９万３，０００円です。対前年比で

２８．３％の増であります。主なものといたしまして、安全安心な学校づくり交付

金１億９，３２３万８，０００円ということで、中学校の建て替え事業の交付金の

増であります。それからまちづくり交付金が８，８２４万９，０００円の増であり

ます。 

 項３、委託金。決算額で１，４４４万８，０００円。８．７％の減であります。

衆議院議員選挙の委託金で９５１万２，０００円の減、参議院議員の委託金で８１３

万円の増ということで、８．７％の減というものであります。 

 款１５、県支出金。項１、県負担金。決算額で１億２，３７４万４，０００円。

９．８％の増であります。国保の保険基盤安定の負担金８２５万８，０００円の増、

それから保育所運営費の負担金で１２９万５，０００円の増というものでありま

す。 

 項２、県補助金。決算額で９，１３４万１，０００円。対前年比で８．３％の増

であります。主なもので、児童クラブの事業費３６１万８，０００円の増でありま

す。 

 項３、委託金。決算額で４，６０７万３，０００円。対前年比で４１．１％の増

であります。この内容ですけれども、県知事等の選挙の委託金ということで、

１，１９３万３，０００円の増であります。それから国勢調査、５年に一遍行われ

ますけれども、あったということで、５８６万３，０００円の増でございます。 

 款１６、財産収入。項１、財産運用収入。決算額で１，１７９万６，０００円。

対前年比で５５．８％の減であります。財政調整基金等の利子１，５１６万７，０００

円の減であります。減になった理由なんですけれども、利率が若干悪くなっている

ということと、２年定期とか、そういう定期になっておりますけれども、一昨年満

期が多かったということでありまして、この利子が減っているという状況にありま

す。 

 それから項２、財産売払収入。決算額で５６５万６，０００円です。対前年比で

８５％の増ということでありまして、主な内容ですけれども、杉の子幼稚園に建て
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替えということで、町が所有していた土地がありまして、これを売却しました。こ

れが２７５万円ということでございまして、この売払収入の２５９万８，０００円

の増の中に入っております。 

 それから款１７、寄附金。項１、寄附金であります。決算額で１８７万５，０００円

でございます。ほぼ前年と同額であります。 

 款１８、繰入金。項１、特別会計繰入金。決算額で２，３４３万円。対前年比で

３９４．６％の増であります。小沼地区財産管理特別会計繰入金が２，３２０万円

の増というものでございまして、これは小沼財産区の会計から、塩野の公民館、そ

れから一里塚の公民館等に繰入れをしたというものでございます。それから基金の

繰入金であります。３億７，９１８万円です。対前年比で３７．９％の減でありま

す。大きなものといたしまして、減債基金の繰入金、これが４，４００万円の減で

あります。中学校の建設基金の繰入金は、これと比しまして２億４，８６０万円の

増というものでございます。 

 １９の繰越金であります。決算額で２億５，８４１万５，０００円。前年と比較

いたしまして５２．３％の減であります。前年度の繰越金が２億８，３８０万１，０００

円の減ということでありまして、決算のいわゆる積立を、その前までしておりませ

んでした。今回、２２年度は決算の積立をしたということでありまして、これだけ

の金額が減になっているというものでございます。 

 続きまして款２０、諸収入。項１、延滞金及び加算金。７１１万９，０００円。

前年比で１０．３％の増であります。町税等の延滞金が６６万３，０００円の増と

なっております。 

 項２、町預金利子。決算額で２０万９，０００円。対前年比で４５．１％の減と

いうものでございます。金額で１７万２，０００円でございまして、いわゆる利率

が下がっているということでございます。 

 項３、貸付金元利収入。決算額で２，６８２万８，０００円です。対前年比で４．３％

でございまして、ほぼ同額でございます。 

 項４、雑入。決算額１億８００万９，０００円。対前年比で６．１％の増であり

ます。これにつきましては、福祉空間整備事業地元負担金が１，６２９万６，０００

円の増というものでございます。 

 続きまして款２１、町債であります。２２年度の決算額で１３億８，４３０万円。
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６２．７％の増であります。内容ですけれども、中学校の建設事業債で２億９，１２０

万円の増。それから、臨時財政対策債で１億３，９８０万円の増でございます。 

 ２２年度の歳入の決算で７８億９，５３４万円でございます。 

 続きまして歳出、３ページをお願いいたします。 

 款１、議会費。決算額で７，１００万２，０００円でございます。対前年比で０．８％

の減でございます。主な内容ですけれども、議員報酬等の人件費で２４０万１，０００

円の増、それから職員の人件費で１９８万円の減であります。 

 款２、総務費。項１、総務管理費。決算額で７億２８５万４，０００円でござい

ます。対前年比で０．８％の増ということでありまして、ほぼ同額でございます。 

 項２、徴税費。決算額で１億２，１２４万８，０００円。対前年比で４１．５％

の減でございます。主な内容でございますけれども、町税の還付金が１億８７２万

３，０００円の減ということでございまして、前年に還付金が非常に多かったとい

うことで、減になっております。 

 それから項３、戸籍住民基本台帳費。決算額で３，５７４万４，０００円、対前

年比で２．０％ということで、ほぼ同額であります。 

 項４、選挙費。決算額で２，５８９万４，０００円。対前年比で１０９．６％の

増でございまして、県知事選挙、町長選挙等が増額になっていると、増えている、

あったということでございます。 

 項５、統計調査費。決算額で６１４万１，０００円であります。対前年比で１４４％

の増ということで、５年に一遍の国勢調査があったことによって大きく増えており

ます。 

 款３、民生費。項１、社会福祉費。決算額で６億５，０８９万４，０００円であ

ります。対前年比で１２．４％の増であります。国保特別会計への繰出金で２，３２８

万６，０００円の増ということでありまして、人件費、国保の方に持って行った方

が交付金等が増えるということで増えている分と、基盤安定化分ということで、こ

の分が増えているというものであります。それから地域介護福祉空間整備事業費で

２，１１３万７，０００円の増であります。 

 項２、児童福祉費。決算額で６億１，０９１万２，０００円。対前年比で３２．７％

の増であります。増額の理由は、子ども手当が増えて児童手当が減っているという

ことで、子ども手当が大幅に増えたことによって、増えているというものでありま



２７ 

す。 

 款４、衛生費。項１、保健衛生費。決算額で１億４，０６１万円です。対前年比

で０．１％の増ということでありまして、ほぼ同額でございます。 

 項２、清掃費。決算額で２億５，８８３万３，０００円。対前年比で１．３％の

減ということで、ほぼ同額であります。 

 款５、労働費であります。３９万５，０００円であります。対前年比で１０．２％

の減ということでありまして、小諸職業安定協会への負担金３万５，０００円が減

というものであります。 

 款６、農林水産費。項１、農業費。決算額で７，１６６万３，０００円。対前年

比で５．２％の減でございます。コンバイン７，４３４万円の減が主なものでござ

います。 

 項２、林業費。決算額で１，１７５万２，０００円。対前年比で０．５％の増と

いうことで、ほぼ同額であります。 

 項５、農地費。決算額で１億９，３３４万１，０００円。対前年比で０．０％と

いうことで、同じでございます。 

 続きまして款７、商工費。項１、商工費。決算額で１億２１１万６，０００円、

対前年比で５．２％の減であります。主な、大きな理由といたしましては、プレミ

アム商品券の事業の補助２，２９７万４，０００円が減となりまして、増の方とい

たしましては、真楽寺の観光地の整備補助ということで、１，７８５万円の増であ

ります。 

 款８、土木費。項１、土木管理費。３，９９１万３，０００円。１７．１％の増

であります。主な理由ですけれども、住宅新築資金の特別会計への繰出金３９９万

円の増というものでございます。 

 続きまして項２、道路橋梁費。決算額で６億４，４４１万５，０００円。９．８％

の増であります。これにつきましては、まちづくり交付金が１億１８３万６，０００

円の増となっているものが主な理由であります。 

 続きまして項３、河川費。決算額で２１３万４，０００円でございます。 

 続きまして項４、都市計画費。２億２，７３６万２，０００円、１１．５％の減

であります。主な理由といたしましては、公共下水道の特別会計への繰出金３，７６８

万１，０００円の減によるものであります。 
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 次の４ページをお願いいたします。項５、住宅費。決算額で１，１６０万８，０００

円。対前年比で１１．５％というものでございます。増でございます。臨時職員の

賃金が増えているというものであります。 

 それから款９、消防費。項１、消防費。決算額２億５，８１８万５，０００円。

対前年比で１．３％の減というもので、ほぼ同額であります。 

 款１０、教育費。項１、教育総務費。決算額で１９億６，０５４万４，０００円。

対前年比で１３４．１％の増であります。中学校の建設工事で４億８，８８３万

７，０００円の増、それから共同調理場の建設工事で４億８，９３１万１，０００

円の増であります。 

 項２、小学校費。決算額で１億１，５４８万８，０００円。対前年比で４８．５％

の減でございます。大きな理由ですけれども、小学校の太陽光発電システムの設置

工事、これが６，０３７万５，０００円。小学校校舎の耐震強化工事４，１７９万

円ということで、前年にこういうものがあったということで、これもなくなったと

いうことで、大幅な減になっております。 

 項３、中学校費。決算額６，７３３万円。対前年比で１３．３％の減であります。

中学校の建て替え基金の積立金４７０万円の減、それから校務用のパソコンの購入

が５１０万９，０００円の減ということで、こういうものが少なくなっているとい

うものであります。 

 項４、社会教育費。決算額で１億１，８８４万８，０００円。対前年比で１３．４％

の減であります。主な理由ですけれども、図書館のコンピュータシステムの購入。

これが１，０８５万７，０００円の減というものであります。 

 項５、保健体育費。決算額７，１５２万２，０００円。対前年比２５．６％の減

であります。主な理由ですけれども、町営テニスコートの改修工事２，７８７

万８，０００円の減。それから町営グラウンドの防球フェンスの設置工事で１，５５４

万円の減というものであります。 

 それから款１１、災害復旧費。項１、農林水産業施設災害復旧費。１，８１４万

円。それから項２の公共土木施設災害復旧費６６４万８，０００円ということで、

それぞれ増となっているわけですけれども、いわゆる災害があったということで、

増になっております。 

 款１２、公債費。項１、公債費。決算額で７億９，９８８万円。対前年比で３９．８％
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であります。主な理由ですけれども、繰上償還で４億５，３８７万円の減でありま

す。 

 続きまして諸支出金、それから予備費については、ございません。 

 歳出の合計で７３億４，５９９万６，０００円であります。 

 それでは、続きまして決算書のこちらの２０６ページをお願いをいたします。よ

ろしいでしょうか。 

 実質収支に関する調書ということで、一般会計であります。 

 歳入の総額７８億９，５３４万円、歳出総額 ７３億４，５９９万６，０００円。

差引額ですけれども、５億４，９３４万４，０００円。翌年度へ繰り越すべき財源

ということで（２）のところで繰越明許費繰越金１億８万２，０００円であります。

繰り越した分につきまして一般財源分とそれから既収入の特定財源ということで

ありまして、一般財源とそれから既に入ってきているお金がありますけれども、こ

れについて繰越をしております。それでこれの繰り越すべき財源の計ということで、

同額でございます。実質収支ということでありまして、この実質収支が４億４，９２６

万２，０００円であります。それで６で実質収支額のうち、地方自治法２３３条の

２の規定による基金への繰入金ということで、このうち２億５，０００万円につき

まして決算でいわゆる積立を財政調整基金の方に積立をさせていただくというも

のでございます。 

 これで説明は終わるわけですけれども、全体といたしまして決算がうまくいった

というふうに考えております。説明につきましては、以上であります。ご審議のほ

ど、よろしくお願いをしたいと思います。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 野元三夫議員。 

（１番 野元三夫君 登壇） 

〇１番（野元三夫君） 議席番号１番、野元です。 

 すみません、８７ページをお願いしたいのですが、８７ページの児童福祉費、そ

の中で扶助費の中の子ども医療費、こちらの方が２，６２３万９，１６０円という

金額になっているのですが、これが昨年度２２年度、子どもの医療費無料化という
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形で、小学校まで所得制限なしで無料化、中学生が所得制限、以前が５００万円、

夫婦合算の所得が５００万円だったのは、それから合計所得の所得税が１５万

３，０００円ということで、変更になって実施されたんですが、その中で３点ほど

お伺いしたいのですが、１点目が、前年度比でどのくらい医療費が伸びたかという

のが１点。それからその中で年齢拡大された中学生の医療費はどのくらいで何パー

セントにあたるのか。それから３点目として、所得制限で外れている中学生の対象

人数、その３点を回答お願いします。 

〇議長（栁澤 治君） 担当課長、お願いします。 

 土屋保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 ご質問の子ども医療費の増額の関係でございますが、２１年度の決算額が２，４３５

万３４０円ということで、昨年度と比較いたしまして今年の決算額で１９３万

８，８２０円伸びております。このうち、中学生の医療費がどうかということでご

ざいますが、中学生の医療費につきましては、２１３万３，３１０円ということで、

中学生に適用しても全体としては中学生分だけは伸びていない、小学生以下のもの

の方で実績は下回ったという状況がございます。いまこれ、計算しましたら、約８％

程度かと思います。 

 それから所得制限による該当、非該当の関係でございますが、中学生の方の申請

者数が４４６人ございまして、該当者が子どもという形での該当が３２２名でござ

います。非該当で障害者あるいはひとり親の方の状況で適用になっている方が４９

名、完全な非該当者は７５名でございます。以上でございます。 

〇１番（野元三夫君） 終わります。 

〇議長（栁澤 治君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１１ 議案第７４号 平成２２年度御代田町御代田財産区 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 
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〇議長（栁澤 治君） 日程第１１ 議案第７４号 平成２２年度御代田町御代田財産区

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） それでは議案書の６９ページをお願いをいたします。 

 議案第７４号 平成２２年度御代田町御代田財産区特別会計歳入歳出決算の認

定について、ご説明を申し上げます。 

 決算書の３２４ページをお願いをいたします。よろしいでしょうか。 

 歳入・歳出決算書款項別集計表 御代田財産区特別会計。 

 歳入であります。款１、財産収入。項１、財産運用収入。項２、財産売払収入で

あります。売払収入についてはございません。 

 収入済額で７５８万４，３９９円です。この内容ですけれども、土地の貸付料と

いたしまして『ハートピアみよた』、これが７００万円、それから雪窓保育園の財

産区用地があるわけですけれども、この貸付料が２０万円というのが主な内容でご

ざいます。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金。収入済額で５００万円でございます。これは

財政調整基金からの繰入金でございます。 

 款３、繰越金です。収入済額で５５万７，３８３円です。これは前年度からの繰

越でございます。 

 歳入合計で１，３１４万１，７８２円でございます。 

 次のページ、お願いをいたします。 

 続きまして歳出でございます。款１、総務費。項１、総務管理費。支出済額で

１，２４２万８，１９２円でございます。主な内容といたしまして、財産区有林の

管理委託料ということで、８区に５０万円ずつということで、４００万円。それか

ら財産区有林の下刈り委託料ということで８０万円×８老人クラブで６４０万円と

いうのが主な内容でございます。 

 支出済額で１，２４２万８，１９２円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳入歳出の差引残額が７１３万５，９００円で

ございまして、平成２３年８月２３日同意ということで、御代田財産区管理会会長
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栁澤忠良ということで、８月２２日の日に同意を受けております。 

 続きまして決算書の３３４ページをお願いをいたします。実質収支に関する調書

であります。 

 歳入の総額が１，３１４万１，０００円。歳出の総額が１，２４２万８，０００

円。差引で７１万３，０００円。実質収支で７１万３，０００円でございます。 

 説明については以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いをいたしま

す。以上です。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１２ 議案第７５号 平成２２年度御代田町小沼地区財産管理 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第１２ 議案第７５号 平成２２年度御代田町小沼地区財産

管理特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の７０ページをお願いをいたします。 

 議案第７５号 平成２２年度御代田町小沼地区財産管理特別会計歳入歳出決算

の認定について、ご説明を申し上げます。 

 決算書の２２０ページをお願いをいたします。 

 歳入・歳出決算書款項別集計表。歳入であります。 

 款１、財産収入。項１、財産運用収入であります。収入済額で１３万７，４９２

円であります。主な内容で、財政調整基金の利子であります。 

 財産売払収入で、収入済額で２１０万２，６２５円であります。これにつきまし

ては、土地の売払収入ということでありまして、まち交を現在実施しておりまして、
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塩野の空堀と行っておりますけれども、そこのところの代替利用地ということでご

ざいまして、これを代替として内堀緑化の方に売却をしたと、財産区用地を、とい

うことで、財産収入がございます。 

 続きまして款２、繰入金。項１、一般会計繰入金であります。収入済額で４２０

万円であります。これにつきましては、大字塩野１，２７１の６９と、７２であり

まして、１，４００㎡、先ほど申し上げました土地、空堀のところから旧県道、塩

野の方に及ぶ旧県道ございますけれども、その下のところから工事をやった部分の

ところまで、財産区有地があったわけですけれども、これを売却したものでござい

ます。 

 続きまして項２の基金の繰入金。これにつきましては、２，０１０万円でござい

ます。この２，０１０万円につきましては、先ほど申し上げました塩野の公民館、

一里塚の公民館への財産区からの繰出ということでありまして、そのための繰入れ

でございます。 

 款２、繰越金。項１、繰越金。これが前年からの繰越で２７万８，４６０円であ

ります。 

 歳入合計で２，６８１万８，５７７円であります。 

 次のページをお願いをいたします。次のページ、歳出です。 

 款１、総務費。項１、総務管理費であります。支出済額で２，６３５万６，１１２

円であります。この主な内容ですけれども、林野管理委託料、それから先ほど申し

上げました塩野と、それから一里塚への、公民館への支出、塩野区に１，５５５万

円、一里塚に７７０万円というものでございます。 

 続きまして款２、予備費でございます。予備費の支出はございません。 

 歳出合計で２，６３５万６，１１２円であります。 

 次のページをお願いをいたします。 

 歳入歳出の差引残額で４６万２，４６５円、平成２３年８月２２日同意、小沼地

区財産管理委員会委員長 金澤 正ということで、財産区の同意をいただいてあり

ます。 

 続きましてこの決算書の２３０ページをお願いをいたします。 

 実質収支に関する調書であります。歳入の総額で２，６８１万８，０００円。歳

出の総額で２，６３５万６，０００円。差引額で４６万２，０００円。実質収支に
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つきましても同額でございます。 

 説明については以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いをいたしま

す。以上です。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 昼食のため、休憩いたします。 

 午後は１時３０分より再開いたします。 

（午前１１時５６分） 

（休  憩） 

（午後 １時３０分） 

〇議長（栁澤 治君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 理事者側では、尾台清注町民課長、公務出張のため欠席する旨の届出があり、代

理に、内堀悦子子ども係長が出席する旨の届出がありました。 

 

－－－日程第１３ 議案第７６号 平成２２年度御代田町国民健康保険事業 

勘定特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第１３ 議案第７６号 平成２２年度御代田町国民健康保険

事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の７１ページをお願いいたします。 

 議案第７６号 平成２２年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出

決算の認定について、ご説明を申し上げます。 

 決算書の２３２ページをお願いいたします。 

 まず歳入でございます。款１、項１、国民健康保険税でございますが、収入済額
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で３億６，７５５万４，６５９円でございます。これは前年と比較いたしまして

６．５％の減で、約２，５６０万円余の減額です。調定額が約２，０００万円ほど

落ちておりますけれども、収納率では現年で９１．５％ということで、前年より

２．１ポイント改善することができております。不納欠損額で１，２１８万３６４

円。これは町内９１件、町外４４件、計１３３件分でございます。 

 次に款２、使用料及び手数料。項１、手数料でございますが、収入済額で２８万

９，５００円。督促手数料でございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫負担金でございますが、収入済額２億８，２８０

万４，５７２円ということで、療養給付費、介護後期高齢支援関係に係る国の負担

分でございます。 

 項２、国庫補助金でございますが、７，９６８万２，０３９円。調整交付金等で

ございます。 

 款４、県支出金。項１、県負担金でございますが、収入済額で８２０万８３９円

ということで、高額医療共同事業負担金等でございます。 

 項２、県補助金。収入済額で５，６１９万５，０００円でございますが、県の財

政調整交付金等でございます。 

 款５、項１、療養給付費交付金でございますが、収入済額で１億２，０２４万

９，１７９円ということで、これは退職者医療の交付金でございまして、支払基金

から対前年で２５１％という実績でございます。 

 款６、項１、前期高齢者交付金。収入済額で２億２，９９１万９，５５５円。こ

れは、６５歳から７４歳の国保加入者に伴う被用者保険からの交付金でございます。 

 款７、項１、共同事業交付金でございます。収入済額で１億６，２４３万４，７３６

円ということでございまして、これは３０万円から８０万円、それから８０万円を

超える高額の共同事業の交付金であります。 

 款９、繰入金。項１、他会計繰入金ですが、８，９７３万２，３８５円でござい

ます。一般会計からの事務費と基盤安定のための繰入でございます。 

 款１０、項１、繰越金でありますが、収入済額で６，１４６万９，９７７円で、

前年度からの繰越金でございます。 

 款１１、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料でございますが、２４２万

４，８３４円、これは延滞金でございます。 
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 項２、受託事業収入で、収入済額２４万円。これは特定健診の受託に係るもので

あります。 

 項３の雑入。６８万７，４１２円で、これは第三者納付金でございます。 

 歳入合計が１４億６，１８８万４，６８７円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費でございます。支出済額で６２４万４，０８１

円。これは需用費、電算委託料等事務費でございます。 

 項２、徴税費。４７８万２，４１１円で賦課徴収に係る経費でございます。 

 ３の運営協議会費で５万４，０００円。これは委員報酬等でございます。 

 款２、保険給付費。項１、療養諸費。７億７，９０５万１，９０６円。療養給付、

療養費等でございまして、対前年で１．２％、１，０４０万円ほどの減になってご

ざいます。 

 項２、高額療養費。９，４９８万９，２３３円でございまして、これは高額に対

する給付でございます。 

 ３、出産育児一時金でございますが、８３７万３，９９０円。出産に対する補助

でございまして、２０名分でございます。 

 ４、葬祭諸費。５７万円でございます。１９件分でございます。 

 それから款３、後期高齢者支援金等。項１も同じ項目でございます。１億８，２５５

万８，８８９円でございます。 

 款４、項１、前期高齢者納付金でございますが、３１万５，５９８円。国保加入

者分の負担金でございます。 

 それから款５、項１、老人保健拠出金でございますが、４１６万６，０８９円。

国保分の負担金でございます。 

 それから款６、項１、介護納付金でございますが、８，１２５万８，１７１円、

これは介護の第２号被保険者の介護保険料分でございます。 

 款７、項１、共同事業拠出金。支出済額で１億６，０４３万３，１０６円。高額

と共同安定事業分の拠出金であります。 

 款８、保健事業費。項１、特定健康診査等事業費。７４２万３，８７７円。これ

は特定健診の委託料等であります。 

 項２、保健事業費。２，６８９万８，８３３円。人間ドック等の補助、それから
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保健師、管理栄養士の人件費等でございます。 

 それから１０、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金でございまして、２１３

万５，６５６円。過年度分精算による国への返還金でございます。 

 予備費については支出がございませんで、歳出合計が１３億５，９２５万５，８４０

円ということでございます。 

 決算書の２５８ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額が１４億６，１８８万４，０００円。支出総額が１３億５，９２５

万５，０００円。歳入歳出差引額が１億２６２万８，０００円。５の実質収支額が

同額でございます。 

 説明は以上であります。よろしくご審議のうえ、認定を賜りますようお願いいた

します。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１４ 議案第７７号 平成２２年度御代田町老人保健医療 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第１４ 議案第７７号 平成２２年度御代田町老人保健医療

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の７２ページをお願いいたします。 

 議案第７７号 平成２２年度御代田町老人保健医療特別会計歳入歳出決算の認

定について、ご説明をいたします。 

 決算書の２６０ページをお開きください。歳入でございます。 

 款１、項１、支払基金交付金。２７万３，０００円。これは給付費の５３％相当
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分です。 

 款２、国庫支出金。項１、国庫負担金でございますが、１万４，１０６円でござ

いまして、給付費の２９％、国の負担分の過年度精算遅れ分でございます。 

 それから款５、繰越金。項１、繰越金で、５，０２５円。前年度からの繰越金で

ございます。 

 款６、諸収入。項２、雑入。３５万９１８円。医療機関の過誤による支払基金よ

りの返納金でございます。 

 歳入合計で３７万３２２円という状況でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。７万５，６００円の支出でございます。これ

はシステムリース代等でございます。 

 款２、医療諸費。項１、医療諸費。支出済額が２万２，８４２円ということで、

請求遅れ分の給付費でございます。 

 款３、諸支出金。項１、償還金。２万５，５９１円。これは県への返還分でござ

います。 

 項２、繰出金。２３万円でございますが、これは、一般会計への戻入でございま

す。 

 歳出合計が３５万４，０３３円でございます。 

 ２７０ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございますが、歳入

総額が３７万円。歳出総額が３５万４，０００円。歳入歳出差引額が１万６，０００

円で、実質収支額も同額の１万６，０００円でございます。 

 説明は以上であります。よろしくご審議のうえ、認定賜りますよう、よろしくお

願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 
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－－－日程第１５ 議案第７８号 平成２２年度御代田町介護保険事業勘定 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第１５ 議案第７８号 平成２２年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の７３ページをお願いいたします。 

 議案第７８号 平成２２年度御代田町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算

の認定について、ご説明を申し上げます。 

 決算書の３３６ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款１、保険料。項１、介護保険料。１億６，０４０万３，０９０円。前年比で３０

万円ほどの増額でございまして、現年度分の徴収率で９８．９５、前年より０．３ポ

イントほど収納率が低下しております。不納欠損額で１６５万３，９１２円という

ことで、これは２３件分でございます。 

 款２、分担金及び負担金。項１、負担金。９３万７，８００円でございまして、

これは特定高齢者の予防事業への参加負担金です。約１００名分でございます。 

 それから、款３、使用料及び手数料。項１、手数料。３万８，２００円でござい

ますが、これは督促手数料でございます。 

 款４、国庫支出金。項１、国庫負担金。１億５，０３４万３，０００円でござい

ます。これは介護給付費分、施設で１５％、在宅で２０％でございます。 

 項２、国庫補助金。６，２６５万４７２円ということで、これは調整交付金と地

域支援事業、これはサポーター養成事業分を含みます。 

 それから款５、支払基金交付金。項１、支払基金交付金でございますが、２億

４，９４６万３３２円ということで、介護給付費の３１％相当額でございます。 

 款６、県支出金。項１、県負担金で１億１，９７３万９，３６３円でございまし

て、これは介護給付費の県負担分ということで、施設が１７．５％、在宅が１２．５％

という状況でございます。 

 それから項２、県補助金。４３３万７，２３６円ということで、地域支援事業分

の補助でございます。 
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 それから款７、財産収入。項１、財産運用収入でございますが、６万１，６７２

円、これは基金利子等でございます。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金。１億１，９１４万２，０００円でございま

すが、これは一般会計からの給付費・予防費の町負担分と事務費でございます。 

 それから項２、基金繰入金。２２５万４，３６２円ということで、これは介護従

事者の処遇改善基金からの繰入でございます。 

 款９、項１、繰越金でございます。１，６５４万９，６５０円で、前年度からの

繰越金でございます。 

 款１０、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料でございますが、８万３，６００

円でございまして、これは延滞金でございます。 

 項２、サービス収入ということで、２７１万２，９２０円でございますが、これ

は予防プラン作成料でございます。 

 歳入合計８億８，８７１万３，６９７円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務費でございます。１，２６３万２，１１３円でござい

まして、これは総務賦課徴収費、認定調査等に要する経費でございます。 

 款２、項１、保険給付費ですが、８億１，０５４万８，６１６円でございまして、

介護それから予防サービスの給付費でございますが、前年比１．２７％、１，１３０

万円ほどの減額となっております。 

 款３、地域支援事業。項１、介護予防事業費でございますが、１，５０８万６１３

円。これは特定高齢者施策の経費でございます。 

 項２、包括的支援事業・任意事業費でございますが、１，７５２万９，２０６円

でございまして、地域包括支援センターの経費でございます。 

 款４、基金積立金。項１、基金積立金で５万３，０６４円。これは利子相当分の

積立でございます。 

 款５、諸支出金。項１、諸支出金でございますが、４７１万８，７４９円。国庫

支払基金への返還金でございます。 

 それから款６、生活支援サポーター養成事業費でございますが、項１も同じ項目

でございますが、３４９万２，０１８円ということで、これは介護サポーター養成

事業に要した経費でございまして、これは１００％補助でございます。２期生２３
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名が誕生してございます。 

 予備費については支出はございませんでした。 

 歳出合計８億６，４０５万４，４２４円ということでございます。 

 ３６２ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額８億８，８７１万３，０００円。歳出総額が８億６，４０５万４，０００

円で、歳入歳出差引額が２，４６５万９，０００円でございまして、実質収支額も

同額でございます。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議のうえ、認定賜りますようお願いいた

します。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１６ 議案第７９号 平成２２年度御代田町後期高齢者医療 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第１６ 議案第７９号 平成２２年度御代田町後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の７４ページをお願いいたします。 

 議案第７９号 平成２２年度御代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について、ご説明を申し上げます。 

 決算書の３９０ページをお開きください。歳入でございます。 

 款１、後期高齢者医療保険料。項１も同じ項目でございます。６，４４４万１００

円でございます。これは７５歳以上の被保険者の保険料で、収納率は現年分におき

まして９９．３７％でございます。 
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 款２、使用料及び手数料。項１、手数料でございます。３万８，３００円で督促

手数料でございます。 

 款３、繰入金。項１、一般会計繰入金。２，６２０万１，０００円でございまし

て、これは事務費、それから基盤安定の繰入、それから人間ドック補助に対する繰

入等でございます。 

 款４、項１、繰越金。１２９万４，１０１円。前年度からの繰越でございます。 

 款５、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料でございますが、２万２，７００

円で延滞金でございます。 

 項２、償還金及び還付加算金でございまして、１１万９，２００円。これは広域

連合より還付金と加算金でございます。 

 それから項３、雑入でございますが、１８８万５，８２０円でございまして、特

別調整交付金等でございます。 

 歳入合計で９，４００万５，２２１円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費でございますが、１５１万２，０１８円。役務

費、委託料等でございます。 

 それから項２、徴収費でございますが、３５万７，８０４円。賦課徴収に係る経

費でございます。 

 款２、項１、後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、８，７８４万

２，４１５円。広域連合への納付金でございます。 

 款３、保健事業費。項１、健診事業費。９１万８，０６７円。健診委託料等でご

ざいます。 

 項２、保健事業費。１０９万円。これは人間ドック補助でございます。 

 款４、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金でございますが、１１万９，２００

円。これは過年度分の保険料還付金と加算金でございます。 

 予備費については支出ございません。 

 歳出合計で９，１８３万９，５０４円でございます。 

 ４０４ページをお開きいただきたいと思います。実質収支に関する調書でござい

ます。 

 歳入総額が９，４００万５，０００円。歳出総額が９，１８３万９，０００円。
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歳入歳出差引額で２１６万５，０００円。実質収支額として同額でございます。 

 説明は以上であります。よろしく審議のうえ、認定賜りますようお願いいたしま

す。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１７ 議案第８０号 平成２２年度御代田町住宅新築資金等 

貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第１７ 議案第８０号 平成２２年度御代田町住宅新築資金

等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） それでは、議案書の７５ページをお願いいたします。 

 議案第８０号 平成２２年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の２０８ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書款項別集計表でございます。歳入。 

 款１、県支出金。項１、県補助金。収入済額が２６万２，０００円でございます。

償還推進事務費に対する県からの補助金でございます。 

 款２、繰入金。項１、一般会計繰入金。１，４４７万５，０００円。一般会計か

らの繰入金でございます。 

 款３、繰越金。項１、繰越金。収入済額が１万１，２１６円。平成２１年度会計

からの繰越でございます。 

 款４、諸収入。項１、貸付金元利収入。６２０万４，６５５円。現年滞繰合わせ

ました貸付金の元金と利息分の返済金、償還金収入でございます。 
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 歳入の合計といたしまして、２，０９５万２，８７１円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出。 

 款１、土木費。項１、住宅費。支出済額が３５万５，７１８円。こちらは口座振

替手数料、切手代、消耗品等の事務費でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。２，０５６万５，１４４円。起債の元利償還金で

ございます。 

 歳出合計が２，０９２万８６２円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳入歳出差引残高が３万２，００９円。２３年

度へ繰越となります。 

 続きまして２１８ページをご覧ください。実質収支に関する調書。 

 歳入総額が２，０９５万２，０００円。歳出総額が２，０９２万円。歳入歳出差

引額が３万２，０００円。実質収支額が同額でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 武井 武議員。 

（９番 武井 武君 登壇） 

〇９番（武井 武君） ９番、武井であります。 

 決算の数字だとかそういうものについては、当然、私も議選の監査委員というこ

とでございますので、その辺のところはお聞きはしません。 

 町長の基本的考えについてお聞きをしたいわけであります。 

 町長、共産党時分においては、この御代田町の住宅新築資金特別会計につきまし

ては、一般会計からの繰入金、多すぎる、何する、というような意見が非常に多か

ったわけでございますけれども、市村千恵子議員、共産党議員の方からも、町長が

当選以来、この話はどこへいってしまったか、全然話が見えて来ない、がひとつと、

それから、町長は前の当選、あるいは今回の町長選挙にも、同和対策事業が復活し

そうだと、同和が復活しそうだという話で、住民の危機感をあおり、自分の有利な

方向で進めてきたように思うわけであります。これからは私たちも、私は、この住

宅新築資金について委員会の中で審査をしていくわけでございますけれども、決算
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の中で見させていただきますと、一般会計からの繰入金が３００何十万もあるとい

うことであります。町長は同和対策事業は完全廃止をいたしました、完全廃止をい

たしますじゃなくて、この前、完全廃止をいたしました、この住宅新築資金特別会

計、この事業については、最たる同和対策事業のひとつだと思いますけれども、そ

のお考えと、この住宅新築資金事業の最終終結をどのようにお考えか、お聞かせく

ださい。 

〇議長（栁澤 治君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） 住宅新築資金の問題については、これまでも答弁をさせていただ

いておりますが、この住宅新築資金というものの実際に貸付事業がどのように行わ

れたかということが、非常に重要な問題だと思っています。それは、住宅に困窮し

ている皆さんへの資金の提供といいますか、そういう点では間違った制度ではない

と思いますけれども、しかし、実際にこの貸付の事業がどのように行われてきたの

かということを曖昧にするわけにはいきません。 

 私も、町長になってから、滞納者その他訪問してまいりましたが、しかし、その

中で、例えば住宅新築資金を貸し付けているにもかかわらず、それによって得られ

たはずの住宅がない、また土地がない、つまり、資金は貸し付けたが、住宅も土地

もないということはどういうことなのかということですけれども、しかし、非常に

異常な形でこの事業が執行されてきていると。仮にこの事業がその事業の趣旨に

添って正しく行われているのであれば、解決の方向はあるというふうに思っていま

す。しかし、この事業はあまりにもその異常な事態、また、訪問した方の中では、

この貸付資金を借りる際に、部落解放同盟幹部から、このお金は返さなくてもよい

ということを言われているとか、それとか貸付を受けた際に、その何パーセントか

を上納したというような証言もあります。したがいまして、この事業がまともな形

で実施されてきたのであれば、解決する方法はあるかと思っていますけれども、し

かし、これほどの異常な事業については、どのように解決していくかというのは非

常に難しい問題だと思っております。それはなぜかと言えば、土地や建物がなけれ

ば、差押えもできないということであります。 

 私としては、そうした滞納者の訪問した中で、この滞納者の皆さんがあまりにも

高齢化している、また、その返却する能力は極めて低いという中で、それは例えば
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月々５，０００円であっても返済をということで、行っているわけですけれども、

そうしたことから見て、いずれにしても私どもとしては、契約書があり、それに基

づいて貸付が行われていますので、いずれにしても、その返済というものをお願い

していくということが現在取り組むべき内容課題だというふうに思っております。

以上です。 

〇議長（栁澤 治君） 武井 武議員。 

〇９番（武井 武君） 貸付の経過、そういうものは、私は聞いているわけではございま

せん。そういう状況の中で、町長が言う、同和対策事業は完全に廃止をしました、

ですからまだこの特別会計はつながっていくわけですから、当然この事業というも

のは、その場その場で切れるものは町長は同和対策事業すべてを廃止しましたとい

うことですから、補助金だとかいろいろなものについては、もう切って、何もない

わけなんです。ですけれども、この住宅新築資金特別会計については、継続してい

るわけなんです。ですから、完全廃止、完全廃止ではなく、この終結を町長はどの

ように終結をしていきたいか、お聞かせくださいというふうに聞いているんです。

ですから、先ほど町長の答弁であれば、お金も払えない、老齢になってきた、かに

なってきた、ということになれば、なお重大に同和対策事業は必要と考えないわけ

なんですか。住宅新築資金を返せるような行政、温かい行政を差しむかえるのが当

然だと思うわけでございます。ですから完全廃止でなく、この住宅新築資金の最終

締めくくりといいますか、最終的に終わらすのは、どういうお考えであるか、もう

一度お聞かせください。 

〇議長（栁澤 治君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） いずれにしても、同和事業の廃止という場合に、同和事業そのも

のについては実施をしておりません。 

 私が今取り組んでいるのは、同和事業を過去において実施してきた中で、それが

あまりにもでたらめな内容によって事業が行われてきた、そのものについて解決す

るというのが私の仕事だと思っています。それはこの住宅新築資金の問題もそうで

すし、それから厚生住宅の問題もあります。こうした問題について、当然、人が住

んでいたり、それは人がかかわっていることですので、それを強制的にというわけ

にはいきません。それぞれの皆さんの理解を得ながら、いずれにしても、残された

問題について私としてはその解決するというのが役割かと思っております。以上で
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す。 

〇議長（栁澤 治君） 武井 武議員。３回目ですので、まとめに入ってください。 

〇９番（武井 武君） ３回目になりますから、終わるわけでございますけれども、町長

に、確かに先ほど町長も申されました。厚生住宅もあります、何もあります、とい

うことからすると、当然、町長はこの住宅新築資金特別会計あるいは厚生住宅の

関係については、同和対策事業であるというふうに理解をしているということで理

解をさせていただきます。ですから、同和対策事業は完全廃止ではない、住民の皆

さんに向かって大きな声で同和対策事業は進めてまいりますというふうにお伝え

をいただきたい、このように思います。 

 終わります。 

〇議長（栁澤 治君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１８ 議案第８１号 平成２２年度御代田町簡易水道事業 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第１８ 議案第８１号 平成２２年度御代田町簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） それでは議案書の７６ページをお願いいたします。 

 議案第８１号 平成２２年度御代田町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、説明いたします。 

 別冊決算書の２９０ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書款項別集計表でございます。歳入。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。収入済額５２３万５，７２９円。主な

ものでございますが、新規加入金３８件の、１件当たり１３万６，５００円でござ

います。 
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 款２、使用料及び手数料。項１、使用料。７，３６３万６，０９３円。水道料金

の現年と滞繰分でございます。 

 項２、手数料。１０１万１，３００円。閉開栓及び工事の折りの手数料でござい

ます。 

 款３、財産収入。項１、財産運用収入。９万２，９００円。基金の利息でござい

ます。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金。４５５万５，０９５円。小沼簡水特別会計

からの按分分の繰入でございます。臨時職員ですとか電算など事務費を按分したも

のでございます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。３０８万２，４３０円。平成２１年度の会計から

の繰越金でございます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料。８万４２４円。水道料の延滞金

でございます。 

 項２、雑入。８，４２０円。金抜き設計手数料、及び普通預金の利子でございます。 

 歳入合計が８，７７０万２，３９１円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。３，７８３万４，７８９円。主なものでござ

いますが、浅麓水道からの受水費、及び起債の償還費等でございます。 

 項２、施設管理費。７３３万４，６８２円。健診委託料ですとか、水質検査の負

担金でございます。 

 款２、建設改良費。項１、建設改良事業費。３７９万８，９００円。長坂地籍の

１３０ｍ耐震管に布設替えのものでございます。 

 款３、繰出金。項１、他会計繰出金。１，３１９万円。職員人件費、事務費等の

按分分でございます。 

 款４、諸支出金。項１、基金費。２，０６０万円。基金積立金の方に積み立てた

ものでございます。 

 款５、予備費。項１、予備費。支出がございません。 

 歳出合計で８，２７５万８，３７１円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳入歳出差引残額が４９４万４，０２０円でご

ざいます。平成２３年度へ繰り越します。 
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 続きまして３０４ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。

歳入総額が８，７７０万２，０００円。歳出総額が８，２７５万８，０００円。歳

入歳出差引額が４９４万４，０００円。実質収支額が同額でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１９ 議案第８２号 平成２２年度御代田町小沼地区簡易水道事業 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第１９ 議案第８２号 平成２２年度御代田町小沼地区簡易

水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の７７ページをお願いいたします。 

 議案第８２号 平成２２年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の２７２ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書款項別集計表でございます。歳入。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。収入済額が１，１６０万２，５００円。

主なものでございますが、新規加入金が８５円、１件当たりは先ほどと同じく１３

万６，５００円でございます。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料。８，８３８万４，３２６円。水道料金

の現年と滞繰分でございます。 

 項２、手数料。１５５万１，４００円。閉開栓ですとか水道管工事、給水管工事

の手数料でございます。 
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 款３、財産収入。項１、財産運用収入。２１万４２９円。基金積立金の利息でご

ざいます。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金。１，７０９万２，１００円。一般会計及び

御代田簡水からの按分分の繰入金でございます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。４０８万３，２８４円。平成２１年度からの繰越

金でございます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料。１３万７，９３５円。水道料金

の延滞金でございます。 

 項２、雑入。５９万４，６７０円。金抜き設計手数料、及び普通預金の利息でご

ざいます。 

 歳入合計が１億２，３６５万６，６４４円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。５，９４５万３，３０８円。職員人件費です

とか事務費等でございます。 

 項２、施設管理費。１，５６６万７，４７１円。健診の委託料ですとか水質検査

の負担金でございます。 

 款２、建設改良費。項１、建設改良事業費。１，５９４万９，５００円。主なも

のは、舟ヶ沢地籍の１７８ｍ耐震管に布設替えを行いました。それと、中央監視シ

ステムを整備いたしました。 

 款３、繰出金。項１、他会計繰出金。１６９万３９５円。御代田簡水特別会計へ

按分分の繰出でございます。 

 款４、諸支出金。項１、基金費。２，５７０万円。基金の方に積み立てたもので

ございます。 

 予備費につきましては、支出はございませんでした。 

 歳出合計が１億１，８４６万６７４円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳入歳出差引残額が５１９万５，９７０円。平

成２３年度会計へ繰越となります。 

 続きまして２８８ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。

歳入総額が１億２，３６５万６，０００円。歳出総額が１億１，８４６万円。歳入

歳出差引額が５１９万５，０００円。実質収支額が同額でございます。 
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 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２０ 議案第８３号 平成２２年度御代田町公共下水道事業 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２０ 議案第８３号 平成２２年度御代田町公共下水道事

業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 続きまして議案書の７８ページをお願いいたします。 

 議案第８３号 平成２２年度御代田町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の３０６ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書款項別集計表。歳入でございますが、款１、分担金及び負担金。

項１、負担金。収入済額が５，８０９万７，２１７円。受益者負担金でございます。 

 続きまして款２、使用料及び手数料。項１、使用料。２億５，６３１万８，３２３

円。現年及び滞繰分の下水道料金収入でございます。 

 項２、手数料。２３万２，４００円。督促手数料でございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫補助金。１億４，２４５万円。２系第４池の施設

の整備を行いました。それと、汚泥脱水施設の工事を行いまして、その事業に対す

る国庫補助金でございます。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金。１億８，６５０万円。一般会計よりの繰入

金でございます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。６８２万２，５４５円。平成２１年度よりの繰越
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金でございます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料。４８万２，６００円。下水道料

金の延滞金でございます。 

 項２、雑入。７８６万６，８９６円。雷の事故がございまして、その保険を掛け

ておりましたことによります保険金の収入と消費税の還付金収入でございます。 

 款７、町債。項１、町債。２億１，４００万円。施設整備事業債でございます。 

 歳入合計が８億７，２７６万９，９８１円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出。 

 款１、土木費。項１、都市計画費。４億２，０７２万６，２６７円。入でも申し

上げましたが、２系第４池等の建設事業費と施設管理委託料等でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。４億３，５３５万６，３７５円。起債の元利の償

還金でございます。 

 款３、予備費につきましては、支出はございませんでした。 

 歳入合計が８億５，６０８万２，６４２円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳入歳出の差引残額が１，６６８万７，３３９

円でございます。平成２３年度へ繰越となります。 

 続いて３２２ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。

歳入総額が８億７，２７６万９，０００円。歳出総額が８億５，６０８万２，０００

円。歳入歳出の差引額が１，６６８万７，０００円で、実質収支額と同額でござい

ます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２１ 議案第８４号 平成２２年度御代田町農業集落排水 

事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 
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〇議長（栁澤 治君） 日程第２１ 議案第８４号 平成２２年度御代田町農業集落排水

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の７９ページをお願いいたします。 

 議案第８４号 平成２２年度御代田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の３６４ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書款項別集計表でございます。歳入。 

 款１、分担金及び負担金。項１、分担金。収入済額が９２万７，３３６円。受益

者負担金、草越・広戸事業組合からの収入でございます。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料。９６８万８，３５０円。下水道の使用

料でございます。 

 項２、手数料。１，５００円。督促手数料でございます。 

 款３、繰入金。項１、他会計繰入金。１，７２３万３，０００円。一般会計から

の繰入金でございます。 

 款４、繰越金。項１、繰越金。１０６万９，９５７円。平成２１年度よりの繰越

金でございます。 

 款５、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料。２，６００円。使用料の延滞金

でございます。 

 歳入合計が２，８９２万２，７４３円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出。 

 款１、農林水産業費。項１、農地費。支出済額が９６８万１，１８６円。主なも

のでございますが、光熱水費ですとか施設管理の委託料でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。１，６９８万２，２４０円。起債の元利償還金で

ございます。 

 予備費につきましては、支出はございませんでした。 

 歳出合計が２，６６６万３，４２６円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳入歳出差引残高が２２５万９，３１７円。平
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成２３年度へ繰越をいたします。 

 続いて３７６ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額が２，８９２万２，０００円。歳出総額が２，６６６万３，０００円。

歳入歳出差引額が２２５万９，０００円で、実質収支額と同額でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２２ 議案第８５号 平成２２年度御代田町個別排水処理施設 

整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２２ 議案第８５号 平成２２年度御代田町個別排水処理

施設整備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の８０ページをお願いいたします。 

 議案第８５号 平成２２年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の３７８ページをご覧ください。歳入・歳出決算書款項別集計表でご

ざいます。歳入。 

 款１、使用料及び手数料。項１、使用料。５２８万３９０円。施設使用料１１１

基分の収入でございます。 

 項２、手数料。８００円。督促手数料でございます。 

 款２、繰入金。項１、他会計繰入金。６８８万４，０００円。一般会計からの繰

入金でございます。 

 款３、繰越金。項１、繰越金。５０万９，６９２円。平成２１年度会計からの繰
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越でございます。 

 諸収入につきましては、収入がございませんでした。 

 歳入合計が１，２６７万４，８８２円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出。 

 款１、衛生費。項１、清掃費。支出済額が５６３万８，４９０円でございます。

主なものは施設の管理委託料でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。５９３万８，２１８円。起債の元利償還金でござ

います。 

 予備費につきましては、支出はございませんでした。 

 歳出合計が１，１５７万６，７０８円でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳入歳出差引残額が１０９万８，１７４円。平

成２３年度へ繰越となります。 

 続いて３８８ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額が１，２６７万４，０００円。歳出総額が１，１５７万６，０００円。

歳入歳出差引額が１０９万８，０００円で、実質収支額と同額でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 以上をもちまして、平成２２年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定につ

いての提案理由の説明を終わります。 

 監査委員より、審査意見書が提出されております。 

 監査委員より、報告を求めます。 

 泉喜久男代表監査委員。 

（代表監査委員 泉 喜久男君 登壇） 

〇代表監査委員（泉 喜久男君） 監査委員の泉でございます。 

 私は、先般の６月で監査委員として４年の任期を終了いたしましたが、６月の議
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会で再任のご同意をいただき、改めて町長より委嘱がございましたので、今しばら

く監査委員を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 さて、監査委員を代表いたしまして、平成２２年度決算審査の結果をここにご報

告させていただきます。 

 私ども監査委員は、地方自治法第２３３条第２項の規定によって、町長より審査

に付されました平成２２年度御代田町一般会計及び１２の特別会計の歳入歳出決

算審査を実施いたしました。 

 決算審査意見書は、お手元、定例会資料の８１ページから９４ページに記載のと

おりでございます。決算審査意見書は、第１ 審査の概要、第２ 審査の結果、第

３ 決算概況、第４ 審査についての所見から構成されております。 

 第３の決算概況につきましては、先ほど理事者側より詳細な説明が行われており

ますので、この部分は省略させていただき、第１、第２、第４について、ご報告さ

せていただきますことをご了承ください。 

 第１に、審査の概要であります。まず、平成２２年度御代田町歳入歳出決算書の

対象は、御代田町一般会計及び１２の特別会計の歳入歳出決算書であります。なお、

これらの決算書に係わる関係帳簿並びに証書類で決算事項明細書、実質収支に関す

る調書、財産に関する調書を含んでおります。特別会計の詳細は、お手元の定例会

資料９４ページの別表に記載してございます。これらの審査対象について、第一次

的には、去る７月２６日から８月１日までの間、事務局による予備審査を行いまし

た。その後、８月２日から８日まで、私ども、私と武井監査委員による本審査を行

いました。この審査にあたりましては、歳入歳出決算書及び同付属書類について、

これらの決算書等は法令に準拠して作成されているか、決算書の計数は正確である

か、予算の執行は議会の議決の趣旨に沿って適正かつ効率になされているか、歳入

歳出に関する事務は、法令に適合し適正になされているか、財産の管理は適正にな

されているか等々の諸点に意を用い、関係諸帳簿及び証書類を試査により照合する

ことといたしました。更には、決算関連資料の提出を求め、関係者の説明をも聴取

し、必要に応じ証券類の実査や金融機関への確認も行いました。更に定期監査や例

月現金出納検査等の結果もあわせ考慮して、審査したところでございます。 

 ちなみに、本年は会計管理者の交代もありましたので、決算書の４０９ページを

ちょっとご覧いただけますか。決算書の４０８、４０９というところに、いろいろ
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な財産項目がございます。これら通常は密封して保管してあるんですけれども、先

ほど申し上げましたように、会計管理者の交代がありましたので、武井監査委員と

もども、それぞれ封書を開封して、中身を確認するということを行っております。

また、例月出納検査においては、３月末の借入金残高明細書、これには預金だけで

なく、借入金があるかないか、ない場合には０で記載してくれと。それで、また改

めて５月の残高明細書も取り寄せ、３月末にあった一時借入金の返済状況について

も確認したところでございます。 

 第２の審査の結果であります。 

 ただいま申し上げました審査手続の結果、一般会計及び特別会計の歳入歳出決算

については、次のとおり正確かつ適正であると認めました。即ち、第１に、決算書

等の法令順守と正確性であります。審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳

出決算書並びに関係書類は、いずれも法令に準拠して作成されており、その計数も

正確であると認められました。第２に、予算及び事務の執行状況であります。予算

及び事務の執行並びに財産の管理など、財務に関する事務の執行については、適正

に処理されているものと認められました。また、各基金の運用状況を示す書類の計

数についても、関係書類及び証拠書類との照合結果も符合しており、いずれも誤り

がないものと認められました。ちなみに先ほど申し上げましたけれども、密封して

ある封書を開封して、その金額と帳簿上の金額等の照合を行っております。 

 以上が、決算審査の概要と結果についてのご報告でございます。 

 次に、決算審査を行いました過程での私ども監査委員の全般的な所見を申し述べ

させていただくことになります。 

 先日、幹部職員を対象に行いました決算審査講評を援用し、これに代えさせてい

ただきますことをご了承ください。 

 なお、当所見では、個別の疑問や問題点については、重大な指摘事項ではござい

ませんので、監査、検査、審査の過程で、その都度関係者に注意を喚起いたしまし

たので、基本的にここでは取り上げてございません。しかし、講評の際に、行政事

務においては重大でないミス、いわゆるケアレスミスも許されてはいないのだとい

うことを常々認識していただくように、強く要望いたしたところでございます。 

 講評の第１、最近の話題について、お話をいたしました。 

 さて、議員の皆さまご公表のとおり、本日の国政において、野田総理を首班とす
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る、いわゆるどじょう内閣が発足いたします。このどじょうの発端は、野田総理が

相田みつをの詩集から引用したものであります。この詩集は、週刊ダイヤモンドな

る経済関係を専門とするダイヤモンド社の発行であります。 

 ちなみに、昨年のベストセラー書籍は、『もしドラ』という本で、２００万部以

上売り上げたそうで、現在は２５０万部を超えているといわれています。この本も

ダイヤモンド社の出版で、１９１３年とかいいますから、１００年前ですな、の会

社設立以来、初めてのミリオンセラーだそうでございます。この小説は、今年にな

りＮＨＫにアニメ化され、またまた評判になりました。私は当初、１９７０年以来、

多くの子どもたちに夢を与えてきたあのドラえもんの関連図書のことと思ってお

りました。その後、先般亡くなられたピーター・ドラッカーの専門書をベースにし

た青春小説で、『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーのマネジメントを

読んだら』、という書籍だということを知りました。この『もしドラ』は、ＮＨＫ

のアニメ化に続き、先般映画化もされましたので、意外とお孫さまの方がよく知っ

ていることかもしれません。ちなみに、ドラッカーのこの『マネジメント』という

書籍ですけれども、日本では１９７５年ごろ、３５年以上前に翻訳、出版されまし

た。たしか全６１章、１，４００ページを超える上下巻だったと思いますけれど、

当時、私も３５歳前後でしたので、まだ厚い本もときどき読んでいましたから、購

入しましたけれども、結局は積ん読になった記憶がございます。 

 さて、２年前の決算審査報告の中で、ドラッカーの組織論の一端に触れましたが、

ドラッカーの経営理論は、企業経営のみならず、行政経営にも当てはまる普遍的な

ものだといわれております。彼のマネジメントには、サブタイトルとして『課題・

責任・実践』となっている。決算審査講評の対象者は、いわゆる管理者であります。

ドラッカーは言います。「管理者は課題即ち課せられた目標を明確にすることが不

可欠であり、目標としての課題に対処するための原理や方法、ツールやスキルを身

につけることが求められている。そして、与えられたり、自分で考えた課題を管理

者自身が身につけた知識と技術とを結びつけて、成果を上げる責任がある。そして

責任遂行のために、絶対不可欠な要素、それは実践だ」と言っております。これら

のことは、改めて『もしドラ』を見なくても、管理者の皆さんが日々行ってきた日

常業務における「プラン・ドゥ・シー」という管理のサイクル、最近の用語では、

「プラン・ドゥ・チェック」、又は「プラン・ドゥ・チェック・アクション」とい
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うようですが、大同小異であります。理論は頭の中では理解できても、行動となる

と、必ずしも理論どおりにはなりません。しかし、為せば成る、為さねば成らぬ何

事も、というように、手を拱いていては、課題即ち目標に近づくことはできません。 

 ４００年前のイギリスの文豪シェークスピアも『実践は雄弁なり』との名言を残

しております。昔から日本の人事評価は、多分に為さざるを可とし、為しての失敗

を不可とする傾向がありました。是非、管理者の皆さんには、このような傾向を気

にすることなく、町民の負託に応えるべく、日々の業務に前向きに実践していただ

きたい旨を要望いたしました。 

 次に、電算システムについてお話しいたしました。 

 最近の事務処理は、手書き、手計算はほとんどなく、大部分はコンピュータシス

テムに依存しています。基礎データをインプットすることで、あとは機器の内部が

データ処理を行い、瞬時に予定のアウトプットも出力可能となります。この場合に

おいて、データ処理がどのように行われているか、利用者にはわからないのが現実

であります。このため、データ処理部分はブラックボックスとも言われております。 

 このブラックボックスは、コンピュータ言語により事務処理指示として膨大な書

込みがなされており、一般人がこれを解読することは現実問題として不可能であり

ます。また、この事務処理指示であるシステムのソフトですが、この書込み内容で

あるプログラムは、ソフトリース業者による非公開の機密事項になっております。

だからといって、手を拱いておいていいとは思いません。現実問題として、町長に

限らず長野県下の大部分の市町村が、株式会社電算に全面的に依存しており、いわ

ゆる㈱電算への“おんぶに抱っこ”になっています。一般の上場企業では経済産業

省のシステム監査基準に従い、電算システムの信頼性、安全性、効率性の外部監査

を受けております。㈱電算も上場企業ですけれども、商品としてのソフトについて

は、システム監査の対象外であります。これからは、情報システムの監査の必要性

は時代の流れでもあります。このためには町単独の枠を超えた広域での対応も含め、

何らかの方法で日常的に利用している情報システム、信頼性、安全性、効率性につ

いての点検と対応が欠かせないのではないかと申し上げ、是非とも将来的にはリー

スソフトの点検制度の確立を目指していただくことをお願いいたしました。 

 第３に、指定管理者制度に申し述べました。指定管理者制度は、住民の福祉の増

進を図るための公の施設について、民間活力の援用により、サービスの向上と予算
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の効率的使用に資するために、創設された制度です。とりわけ、平成１５年度にこ

の制度が創設されたことにより、従前の管理委託制度と異なり、いわゆる地域住民

で構成する自治会などの地縁団体への委託も可能となりました。このため、当町で

も、いわゆる公民館等について議会の議決を得て、各区を指定管理者に指名し、そ

の管理運営をお願いしているところであります。この指定管理者制度は、公の施設

の増加と自治体職員の定員管理の強化から、今後も増加する傾向にあります。しか

し、指定管理者に管理運営を委託したからといって、自治体自身に管理責任がなく

なるわけではありません。このことは、地方自治法２４４条の２第７項において、

指定管理者は年度終了後管理業務に関する事業報告書を、当該自治体に提出しなけ

ればならない旨を定めております。しかし、当町では、この事業報告書の提出義務

を免除しています。このような事業報告書の提出義務免除で、指定管理者を管理監

督できるのか、疑念を持たざるを得ません。ちなみに、当町の指定管理者の指定手

続に関する条例第７条では、次のように規定しております。 

 第７条 指定管理者は毎年度終了後、３０日以内に指定を受けた公の施設に関す

る次に掲げる事項を記載した事業報告書を作成し、町長に提出しなければならな

い。ただし、年度の途中において第９条第１項の規定により指定を取り消されたと

きは、その取り消された日から起算して３０日以内に当該年度の当該日までの管理

の事業報告書を作成し、提出しなければならない。ただし、指定管理者が公共団体

又は公共的団体、地縁団体のことですね、であり、町長が認めた場合は、この限り

ではない。このような規定がございます。 

 この規定の中に、ただし、ただしと２つあるんですけれども、この後ろの方の但

書でもって事業報告書の提出を免除しているようであります。しかし、これについ

ては、次のような懸念があります。１番目は、法律で提出を義務づけているものを、

条例で義務を免除していいのか。２番目は、町長が認めるという手続を、正当に

とっているか。３番目は、公文の書き方から同一条項に２つの但書を設けることは、

意味不明になりますので、一般的にこのような条文の書き方はいたしません。つま

り、後段の２番目の但書は、１番目の但書の例外ということになると、いわゆる途

中でもって指定管理者を解除されたという場合には、免除してあげますよというよ

うな文脈になってしまうということでございます。ちなみに、本則、通常のときも、

免除するという意味で書きたかったらば、これは２番目の但書を第１の但書を含む
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本文に関係させるために、第２の但書はやめて、第２項を設けて、前項の場合に

あって指定管理者が公共団体又は公共的団体であり、町長が認めた場合は、この限

りでないと、このような法文にするべきであります。 

 ちなみに、佐久市、小諸市、軽井沢町の条例には、この免除を認める但書部分即

ち事業報告書提出義務免除規定はございません。本条に限らず、モデル条例を当町

の現状に合ったように変更することは大切なことですが、その場合にも、法律に違

反していないか、条例の書き方として問題はないか等、十分な配慮を管理者の皆さ

んに要請いたしました。 

 次いで申し上げるのは、公金外現金の取扱いです。 

 町の公金については、会計管理者が統一的に取り扱うことになっております。こ

の公金以外に職員が保管・管理する現金預金があります。本来は外部の団体等が管

理すべき現金ですが、当該団体等が人格なき社団等で管理能力がないため、関係課

職員等が管理している、いわゆる公金外現金と言われるものがこれです。 

 地方自治法や町の財務附則では、公金についての規定は多々ありますが、公金外

現金の取扱いについての定めはありません。しかし、当町に限らず、職員による公

金外現金の取扱いが特段の根拠もなく実践されているのが現実であります。この公

金外現金の取扱いを一律に指定することは、現実的ではありません。しかし、その

ためには、公金外現金取扱い基準のような内規を定め、公金外現金を取り扱うこと

の位置づけを明確にすることが必要ではないでしょうか。とりわけ、補助金支給窓

口としての担当課が、当該補助金の保管・管理をしている場合には、特に厳しい内

部牽制システムが必要ではないでしょうか。ちなみに、新聞報道等で話題になる給

食費等の使い込みは、現金の取扱い者の預金引出し印をも保有しているワンマン体

制とも言うべき総合チェック不存在による事例であります。同一課での管理の場合

には、記録と現物保管を別人に担任するよう、管理者の皆さまには今後の対応を強

く要望したところでございます。 

 講評の最後に、ケアレスミスの実例を２例紹介し、単純ミスの撲滅を目指してい

ただくよう管理者の皆さまに要請した旨を先ほど申し上げました。私の所感は、多

分に抽象化していますが、監査の過程においては、個別の問題を申し上げ、これま

でに改善していただいた事項も少なくありません。我々の監査の目的は、過ちを指

摘することにあるのではなく、同じ過ちを繰り返させないことにあるのではないか
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と考えるからであります。しかし、行政実務において、内容がわかればよいとか、

金額が少額だから、あるいは町民のためになるのだからというような理由で、ケア

レスミスが許されることはありません。 

 なお、監査・検査の審査の過程におけるケアレスミスの事例発見は、試査という

関係書類の一部をチェックした結果であり、精密検査というすべての書類をチェッ

クした結果でないことも留意していただいたところであります。 

 以上の講評に加え、財政の健全化に関し、ひと言申し上げました。 

 平成２２年度の財政健全化の指数は、中学校建設に関連した大型支出がありまし

たものの、関係者による歳入の確保、歳出削減努力もあり、特段の問題数値を示す

ことはありませんでした。２年前の決算審査の意見でも申し上げましたが、町民税

の税収は、前年課税を基本としております。当町にある大手企業の最近の決算申告

書、平成２３年度３月期決算では、市場環境の改善により、売上げが増加し、利益

も大幅に増加したとのことでありました。しかし、東日本大震災や最近の極端な円

高傾向と株安による影響は、一定のタイムラグをもって、今後当町の財政へも影響

を与えることが考えられます。今後とも、地方自治法第２条第１４項の、最少の経

費で最大の効果を上げるという命題を心に刻み、事務の執行をされんことを切に要

望し、決算審査の講評を終了したところでございます。 

 以上が、決算審査講評を援用しての監査委員の決算審査についての所感でありま

す。我々監査委員といたしましては、今後も事後的、間接的ではありますが、行政

事務の正確性と効率向上に寄与するよう努める所存であります。議員の皆さまにお

かれましては、予算、条例等の審査を通じて、事前のチェック機能を発揮していた

だき、監査委員監査とあいまって、もって町民の期待と負託に応えるよう念願し、

監査委員の平成２２年度決算審査報告を終了させていただく次第であります。 

 ご静聴ありがとうございました。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、監査委員からの報告を終わります。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午後２時５８分） 

（休  憩） 

（午後３時１２分） 

〇議長（栁澤 治君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 
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－－－日程第２３ 議案第８６号 平成２３年度御代田町一般会計補正予算案 

について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２３ 議案第８６号 平成２３年度御代田町一般会計補正

予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） それでは議案書の９５ページをお願いをいたします。 

 議案第８６号 平成２３年度御代田町一般会計補正予算案について、ご説明を申

し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２３年度御代田町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、それぞれ４億４，２３０万８，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ７１億９，９８０万

４，０００円とします。 

 歳入歳出予算については、第１項の歳入歳出予算の補正によります。 

 （地方債の補正） 

 第２条 地方債の変更は、第２表地方債補正によります。 

 ２ページをお願いいたします。第１表歳入歳出予算補正。これにつきましては、

資料番号２をお出しいただきたいと思います。こちらの方で概略、ご説明を申し上

げます。 

 款９、地方特例交付金。補正額ですけれども、４４６万円の減でございます。特

例交付金でこの金額が減となっているということでありまして、公務員関係の子ど

も手当の減額でございます。 

 続きまして款１０、地方交付税であります。補正額１億６，５３４万７，０００

円の増額の補正であります。理由ですけれども、個人住民税の減、それから国勢調

査、人口が増加したということで、増えております。 
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 款１４、国庫支出金。項２、国庫補助金。補正額で２，３２９万５，０００円の

増額の補正であります。まちづくり交付金事業の増額であります。 

 款１５、県支出金。項２、県補助金。補正額で１１８万２，０００円の増額の補

正であります。主なもので森林整備地域活動支援交付金で１１３万５，０００円の

増であります。 

 続きまして款１９、繰越金であります。補正額で１億９２６万２，０００円の増

であります。 

 続きまして款２０、諸収入。項４、雑入であります。補正額で２００万円。地域

介護空間整備の向原の負担金２００万円の増でございます。 

 款２１、町債であります。補正額で１億４，５４０万円。臨時財政対策債で１億

６５０万円。これは全体の交付税総額等から算出いたしまして、増額になったもの

であります。続きましてまちづくり交付金事業債で３，８９０万円の増額の補正で

あります。 

 歳入合計で４億４，２３０万８，０００円であります。 

 次のページ、２ページをお願いいたします。歳出であります。 

 款３、民生費。項１、社会福祉費。補正額で５８５万６，０００円の増額の補正

であります。先ほど申し上げました地域介護空間整備等の事業経費ということで、

２００万円の増額の補正であります。 

 款４、衛生費。項１、保健衛生費。補正額で１００万３，０００円の増額の補正

でございます。主なもので日本脳炎のワクチンで３８６万４，０００円の増額の補

正でございます。 

 款６、農林水産業費。項１、農業費。補正額で１１０万１，０００円でございま

す。主な内容で、そばの耕作者の補助金で９３万６，０００円です。 

 項２、林業費。補正額で１５１万２，０００円の増額の補正であります。森林整

備地域活動支援金交付金で１５１万２，０００円。単価の増により増額するもので

あります。 

 続きまして項３、農地費。補正額で１，５２５万円です。内容は、まちづくり交

付金事業１，３５０万円の増であります。 

 款７、商工費であります。補正額で２００万円。龍の舞保存会活動費補助金１７０

万円。それから備品の購入費ということで、宝珠の玉３０万円ということでござい
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まして、龍の舞保存会の龍が壊れたということで、壊れたといいますか、長い間

使っていて壊れてきているということで、龍の舞保存会の皆さんが自分で補修をす

るという内容の１７０万円の補助金と、それから玉がもうダメであるということ

で、これをつくるということで、備品購入費で３０万円であります。 

 款８、土木費。項２、道路橋梁費。補正額で２億４，０１５万７，０００円であ

ります。まちづくり交付金事業２億３，４９８万７，０００円であります。これに

つきましては、９の消防費のところで緊急告知システムの工事ということでマイナ

スの２億１９３万６，０００円ということで、入札をした結果、これだけ減額に

なったということでありまして、先の議会で、ではこれをどうするんだというお話

がありまして、他の交付金事業に充てていきたいということでありました。そうい

うことの中で、全体の事業等を精査した結果、この交付金事業を増額をさせていた

だきました。ですから、若干増額にはなっております。 

 続きまして項４、都市計画費であります。補正額で７８０万円の減額の補正であ

ります。住宅リフォーム補助ということで、１，０００万円、２０万円×５０戸分

であります。それから公共下水道特別会計への繰出金２，０００万円の減というこ

とでありまして、下水道の負担金の増ということによりまして、繰出金を２，０００

万円減額したという内容でございます。 

 款９の消防費であります。補正額で１億７，３５８万７，０００円の減額の補正

でございます。先ほどご説明を申し上げたとおりでございます。 

 教育費につきましては、少額でございますので、割愛をさせていただきまして、

次、３ページをお願いしたいと思います。１４の予備費ですけれども、補正額で３

億５，４０６万６，０００円でありまして、計で４億１３２万６，０００円という

予備費になります。この予備費ですけれども、今後ですけれども当町が今抱えてお

りますごみの焼却施設、それから庁舎の耐震診断等によりまして、庁舎をどうする

かということで、今検討委員会をつくって議会の皆さんと検討しているわけですけ

れども、それを補修をするのか、建て替えをするのか、現在検討しているというと

ころでありまして、それらの結果、検討結果等をもちまして、この予備費につきま

しては、３月に基金等を設置したり、それから他の基金等についても設立目的が達

せられているものもございますので、総合的に整理をさせていただくという意味で、

今回予備費にこの金額を留保させていただいてあります。 
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 続きまして予算書の５ページにお戻りいただきたいと思います。第２表地方債補

正。変更。記載の目的、まちづくり交付金事業。補正前の額で９億５，６８０万円

であります。記載の方法、利率、それから償還の方法等は従前と同じでございます。

補正後ということで、９億９，５７０万円。３，８９０万円の増であります。 

 続きまして臨時財政対策債。補正前の額で２億５，０００万円であります。 

 補正後の額で３億５，６５０万円ということで、１億６５０万円の増額の補正で

ございます。 

 説明につきましては以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願いをしたい

と思います。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 市村千恵子議員。 

（１１番 市村千恵子君 登壇） 

〇１１番（市村千恵子君） １１番、市村千恵子です。 

 ２点ほどお聞きいたします。 

 まずはページ１５ページなんですけれども、１５ページの款、農林水産業費です。

その中の３の農業振興費の説明欄のところの、そば耕作者補助金９３万６，０００

円の増額という説明がございました。非常にそば耕作者への補助金というのが私の

豊昇の近くでもかなり作付面積が増えてきているなというふうに実感して、本当に

この補助金というものが、非常にこの、そばを耕作するにあたって援護していると

いうか、とてもいい制度だと思うんですが、この９３万６，０００円増額になると、

大体この２３年度はどのくらい増えてきているのか。それからその、そば全体の作

付けの量はどうなっているのか、その点についてお願いいたします。 

 もう１点が、１７ページです。１７ページの款８、土木費であります。３のまち

づくり交付金事業の中で、説明欄の中に交付金事業、非常に大きい２億３，４９８

万７，０００円というのが上がっているんですが、これは、いよいよ八十二銀行の

ところの栄橋の改良が行われるのかと思うわけですが、今後の工事日程はどのよう

になっているのか、その点についてお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 清水産業経済課長。 
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（産業経済課長 清水成信君 登壇） 

〇産業経済課長（清水成信君） それでは、１点目のおそばの耕作者補助金について申し

上げます。おそばの関係、遊休荒廃農地の解消等も含めた中で、数年前から推進を

しているところでございます。当初予算見込みの中では、作付面積が２０ヘクター

ル、それから収穫量では１万５，６００キログラムということで見込んでおりまし

た。しかしながら、今年度から本格実施されてきておりますところの国の政策であ

りますけれども、農業者個別者所得保障制度ということで、昨年度から始まってい

まして、２２年度は水田作付けのそばが対象でしたけれども、今年２３年度からは

畑に作付けしたそばも対象となるというようなことで、実際には作付けする生産者

といいますか、農家の方が非常に増えております。そういった中で集計をしてみた

ところ、当初見込みと比べまして作付面積で６ヘクタール、それから収穫量、見込

みですけれども、約４，６８０キログラムぐらい増加するという見込みとなりまし

たので、今回、そば耕作者補助ということで１キログラム当たり２００円の単価な

んですが、それに先ほど言いました４，６８０キログラムをかけた９３万６，０００

円ということで、増額の補正をお願いしたところであります。 

 ただ、現在作付けの状況とも見ている中では、順調に生育はしているというとこ

ろなんですが、ただ、水田については８月初旬ごろのはしり時期にちょっと雨が続

いていた、そういった影響で一部発芽率が悪いというような圃場もありまして、若

干、収穫量への影響もあるのかなというところで、ちょっと懸念している部分もあ

ります。以上です。 

〇議長（栁澤 治君） 荻原建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） それでは２点目のご質問に対してお答えをいたします。 

 まず、答弁に先立ちまして、議長に説明資料の配付についてご許可をお願いいた

します。 

〇議長（栁澤 治君） はい、どうぞ。 

（資料配付） 

〇建設課長（荻原 浩君） それでは初めに、まちづくり交付金事業の２億３，４９８万

７，０００円の増額補正のお願いですが、主な理由につきましては、先ほど来企画

財政課長からの説明にもございましたが、補正予算書でいいますと１９ページ下段
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にあります、緊急告知システム整備工事の入札差金による減額分を、ただいま配付

いたしました箇所図の青くマークした１１カ所の新規追加事業に充てたいという

ものでございますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、栄橋の架け替えの件につきましては、昨年度からしなの鉄道との協議の中

で、一括委託をずっとお願いしてまいりましたが、土木工事は、橋梁の部分の土木

工事は町で施工してほしい、電気設備は分離して受託したいと、今年度に入って突

然のそういった申し入れがございました。鉄道交差の橋梁工事につきましては、列

車運行の保安の観点から、これまで長野県下におきましても自治体施工の例がござ

いません。県の都市計画課とも協議しながら、なんとか一括委託のお願いを続けて

きたわけでございますが、現時点におきましては、土木工事の積算業務については

なんとか町で実施してほしいと、しなの鉄道側から言われているところでござい

ます。そこで、建設工事委託料といたしまして、２５０万円の部分を設計管理委託

料に組みかえということでお願いをしているところでございます。 

 今後の栄橋の工事日程につきましては、このたびの補正予算をお認めいただいた

後に、しなの鉄道と協定を締結し、積算業務からまず発注していきたいと考えてお

ります。積算業務自体も、一般の土木工事と異なり、鉄道独特のものですので、し

なの鉄道と随時協議しながら、積算業務を進めていかなければなりません。年度内

着工は非常に微妙な状況になってきておりますが、栄橋の架け替えにつきましては、

この補正前の事業費の中に予算化をお願いしてございますので、担当課、建設課と

いたしましては、早期着工を目指していきたいというふうに、なるべくその積算業

務を早く、しなの鉄道との協議にもよるんですけれど、早く済ませて年度内に早期

着工を目指したいと考えております。着工が済めば約２年間ぐらいの工期で完成を

目指すという工期を予定しております。以上でございます。 

〇議長（栁澤 治君） 市村千恵子議員。 

〇１１番（市村千恵子君） では、今の内容についてというのは、このまちづくり交付金

の工事費全体というのは、この今配付された青い部分の道路改良ということの理解

でよろしいですね、わかりました。以上です。 

〇議長（栁澤 治君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 
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 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２４ 議案第８７号 平成２３年度御代田町御代田財産区 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２４ 議案第８７号 平成２３年度御代田町御代田財産区

特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の９６ページをお願いをいたします。 

 議案第８７号 平成２３年度御代田町御代田財産区特別会計補正予算案につい

て、ご説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いをいたします。 

 平成２３年度御代田町の御代田財産区特別会計補正予算（第１号）は、次の定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、それぞれ１万２，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ１，３３８万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

                        平成２３年８月２２日同意 

                    御代田財産区管理会会長 栁澤忠良 

 ２ページをお願いをいたします。第１表歳入歳出予算補正。歳入。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金。補正額で７０万円の減額であります。 

 款３、繰越金。項１、繰越金で補正額で７１万２，０００円の増額の補正であり

ます。この内容ですけれども、決算により繰越金が７１万２，０００円の増額の補

正となったため、基金の繰入金７０万円を減額補正をした内容でございます。 

 次の３ページをお願いをいたします。歳出であります。 

 款２、予備費であります。補正額で１万２，０００円の増額の補正であります。

歳入歳出、この１万２，０００円の予備費で調整をさせていただいたものでござい
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ます。 

 説明につきましては、以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いをいた

します。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２５ 議案第８８号 平成２３年度御代田町小沼地区財産管理 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２５ 議案第８８号 平成２３年度御代田町小沼地区財産

管理特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の９７ページをお願いをいたします。 

 議案第８８号 平成２３年度御代田町小沼地区財産管理特別会計補正予算案に

ついて、ご説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いをいたします。 

 平成２３年度御代田町の小沼地区財産管理特別会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、それぞれ３万９，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ３６８万２，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

                        平成２３年８月２２日同意 

                 小沼地区財産管理委員会委員長 金澤 正 
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 ２ページをお願いをいたします。第１表歳入歳出予算補正。歳入。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金。補正額５０万円の減額の補正であります。 

 款３、繰越金。項１、繰越金。４６万円の増額の補正であります。 

 歳入合計で３万９，０００円の減額の補正になります。 

 決算により、繰越金４６万１，０００円の増額補正をすることにより、基金繰入

金５０万円を減額補正するものでございます。 

 次の３ページをお願いをいたします。歳出であります。 

 款２、予備費。項１、予備費であります。補正額で３万９，０００円の減額の補

正であります。予備費３万９，０００円の減額の補正をすることにより、歳入歳出

の調整をさせていただきました。 

 説明につきましては、以上でございます。よろしくご審議のほど、お願いをいた

します。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２６ 議案第８９号 平成２３年度御代田町国民健康保険 

事業勘定特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２６ 議案第８９号 平成２３年度御代田町国民健康保険

事業勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の９８ページをお願いいたします。 

 議案第８９号 平成２３年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

案について、ご説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。 



７２ 

 平成２３年度御代田町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、それぞれ１億４７２万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ１５億８，４３６万２，０００円と

する。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 次のページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款３、国庫支出金。項２、国庫補助金。既定額に４００万円を増額するものでご

ざいまして、保健師・栄養士分の人件費等が、保健事業として採択されましての増

額でございます。 

 款５、項１、療養給付費交付金でございますが、既定額に２，７２３万１，０００

円を増額するもので、退職者医療の交付金の確定によるものであります。 

 款９、繰入金。項１、他会計繰入金。既定額に１８６万１，０００円を増額する

もので、給料を特会の方に位置づけましたので、補助金の不足分を一般会計から繰

り入れるものであります。 

 款１０、項１、繰越金。既定額に７，１６２万８，０００円を増額するものです。

前年度繰越金の確定によります。 

 歳入合計、既定額に１億４７２万円を増額し、１５億８，４３６万２，０００円

とするものであります。 

 次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款２、保険給付費。項１、療養給付費。こちらにつきましては、財源変更でござ

います。 

 款６、介護納付金。項１、同じ項目でございまして、既定額に９０万３，０００

円の増額でございます。納付額が確定したことによる不足額をお願いするものであ

ります。 

 款８、保健事業費。項２も同じ項目でございまして、既定額に５８６万１，０００

円を増額するもので、人件費分でございます。 

 款９、基金積立金。項１、同じでございます。既定額に４，０００万円を増額す
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るものでございまして、この積立により、基金合計が約１億１，０００万円余にな

ります。 

 款１０、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金でございますが、２，１７８万

９，０００円の増額補正でございます。こちらにつきましては、平成２２年度の超

過交付分が確定いたしまして、国庫への返還に不足が生じたための補正でございま

す。 

 予備費で、予備費に３，６１６万７，０００円を置くことで、歳入歳出を調整さ

せていただきました。 

 歳出合計が、既定額に１億４７２万円を増額いたしまして、１５億８，４３６万

２，０００円とするものでございます。 

 説明は以上です。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２７ 議案第９０号 平成２３年度御代田町介護保険事業勘定 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２７ 議案第９０号 平成２３年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の９９ページをお願いいたします。 

 議案第９０号 平成２３年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案に

ついてをご説明いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２３年度御代田町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、次に
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定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、それぞれ１，７１８万２，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ９億４，１８６万円と

する。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 １ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款１、保険料。項１、介護保険料。既定額から４万９，０００円を減額するもの

でございまして、本算定が終了しての収入見込みを調整させていただいたものでご

ざいます。 

 款４、国庫支出金。項２、国庫補助金。既定額から４８万円を減額するものでご

ざいまして、サポーターが１００％補助の県費対象となったために、国庫補助事業

で予定していた分を減額するものであります。 

 款６、県支出金。項２、県補助金。既定額に３２２万３，０００円を増額するも

のでございます。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金。既定額から１７万１，０００円を減額する

もので、これについても国庫補助の町負担分を減額という状況でございます。 

 款９、項１、繰越金でございますが、既定額に１，４６５万９，０００円を増額

するもので、前年度からの繰越金の確定によるものです。 

 歳入合計で、既定額に１，７１８万２，０００円を増額いたしまして、９億

４，１８６万円とするものであります。 

 次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、同じ項目でございまして、既定額に６０万円を増額するも

のでございまして、地域支え合い態勢づくり補助金、これも１００％補助でござい

ますが、これを得まして、認知症ネットワークの先進地視察を行うための旅費を計

上させていただきました。 

 款２、保険給付費。項１、同じ項目でございます。こちらは財源変更でございま

す。 

 款３、地域支援事業費。項１、介護予防事業費。既定額に９，０００円の増額で
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ございます。これは、栄養教室の賄い材料費の不足分を計上させていただきました。 

 項２、包括的支援事業・任意事業でございますが、既定額に２０万円の増額補正

でございます。認知症相談窓口を開設するに伴う医師への謝金でございます。 

 款５、諸支出金。項１、同じ項目でございまして、８２３万４，０００円の増額

でございますが、これにつきましては、２２年度の国負担超過分を返還するもので

あります。 

 款６、生活介護支援サポーター養成事業。項１、同じ項目でございます。既定額

に１５０万７，０００円を増額するものでございます。 

 款７、予備費でございますが、こちらに６６３万２，０００円を増額することで、

歳入歳出を調整させていただきました。 

 歳出合計、１，７１８万２，０００円の増額で、９億４，１８６万円とするもの

でございます。 

 説明は以上です。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 野元三夫議員。 

（１番 野元三夫君 登壇） 

〇１番（野元三夫君） 議席番号１番、野元です。 

 ３ページの６番、生活介護支援サポーター養成事業費、こちらの方が１５０万

７，０００円増加になっているんですが、たしか今年度で第３期目でよろしかった

でしたっけ。１５０万円ということは、新たにどんなような、元気のあるまちづく

りを進めている町としては、こういう事業、本当にどんどん拡大してもらいたいと

は思うんですが、どういう新しい事業等をお考えになっているのか、教えてくださ

い。 

〇議長（栁澤 治君） 土屋保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 新たに生活介護支援サポーター養成事業ということで、１５０万７，０００円を

追加させていただいたんですが、当初は任意事業ということで、国の補助で行う予

定でしたけれども、県の１００％補助の申請を併せてしてありまして、こちらが本
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決まりになりましたので、少し備品等だとか、こういったものも購入するというよ

うなことで、主なものといたしましては、臨時職員賃金に６９万３，０００円、こ

れは特別新たに雇用するわけでなくて、このサポーター養成講座の中で賃金を位置

づける、従来の職員の賃金を位置づけるものであります。それから、介護講演会の

講師謝金として、著名な方もお呼びしたいということで、こちらに２０万円。それ

から先進地の視察関係で１７万円。そのほかに事業に必要な消耗品ということで、

寸劇用の物品ですとか、講座で使用するスクリーン等の購入に３０万円を増額とい

うことで、新規計上させていただいております。 

 補足ですが、事業費総額で２７１万円について２３年７月１４日付で長野県の地

域支え合い態勢づくり補助金の交付決定をいただいているということで、このほか

にも８０万円ほどの金額が来ております。以上でございます。 

〇１番（野元三夫君） はい、終わります。 

〇議長（栁澤 治君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２８ 議案第９１号 平成２３年度御代田町後期高齢者医療 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２８ 議案第９１号 平成２３年度御代田町後期高齢者医

療特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の１００ページをお願いいたします。

議案第９１号 平成２３年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案につい

て、ご説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２３年度御代田町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 



７７ 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、それぞれ２１６万４，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ９，８１４万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款４、項１、繰越金。２１４万６，０００円を増額するもので、繰越金の確定に

よるものです。 

 歳入合計は、既定額に２１６万４，０００円を増額いたしまして、９，８１４万

円とするものでございます。 

 次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款２、項１、後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、既定額に９１万

７，０００円を増額するもので、こちらは出納整理期間中におさまった過年度分の

保険料でございます。 

 予備費に１２４万７，０００円を増額させていただきまして、調整をさせていた

だいております。 

 歳出合計で、２１６万４，０００円を増額し、９，８１４万円とするものでござ

います。 

 説明は以上です。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２９ 議案第９２号 平成２３年度御代田町簡易水道事業 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第２９ 議案第９２号 平成２３年度御代田町簡易水道事業

特別会計補正予算案についてを議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の１０１ページをお願いいたします。 

 議案第９２号 平成２３年度御代田町簡易水道事業特別会計補正予算案につい

て別冊のとおり提出いたします。 

 次の補正予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２３年度御代田町の御代田町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、それぞれ４９４万３，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ９，３６４万６，０００円

とする。款項の区分につきましては、次のページをお願いいたします。 

 歳入ですが、款５、繰越金。項１、繰越金。既定額に対しまして４９４万３，０００

円の増額をお願いいたします。平成２２年度の繰越金の確定によるものでございま

す。 

 合計額も同額となっております。 

 次の３ページでございます。歳出。 

 款１、経営管理費。項２、施設管理費。既定額に３９０万円の増額をお願いいた

します。こちらにつきましては、主なものは西軽井沢ＰＣタンクの電磁流量計です

が、３３年間頑張ってまいりましたが、いよいよ不具合が多くなってまいりました

ので、交換、修繕を考えております。 

 続きまして款５、予備費。項１、予備費。１０４万３，０００円でございますが、

こちらは歳入歳出の調整によるものでございます。 

 以上のとおりご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 
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 議案提案中でございますが、会議規則第９条２項の規定により、本日の会議時間

は、議事の都合により、あらかじめこれを延長いたします。 

 

－－－日程第３０ 議案第９３号 平成２３年度御代田町小沼地区簡易水道 

事業特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第３０ 議案第９３号 平成２３年度御代田町小沼地区簡易

水道事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の１０２ページをお願いいたします。 

 議案第９３号 平成２３年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算

案について、別冊のとおり提出いたします。 

 次の補正予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２３年度御代田町の小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、それぞれ５１９万４，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ１億２，７１５万４，０００

円とする。 

 款項の区分等につきましては、次の２ページをお願いいたします。歳入です。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。既定額に５１９万４，０００円の増額をお願いい

たします。平成２２年度からの繰越金の確定によるものでございます。 

 合計額も同額となっております。 

 次の３ページでございますが、歳出。 

 款１、経営管理費。項２、施設管理費。既定額に６６万８，０００円の増額をお

願いいたします。主なものでございますが、放射性物質の３ヶ月ごとの検査手数料

などの増額によるものでございます。 

 款５、予備費。項１、予備費。既定額に４５２万６，０００円の増額をお願いい

たします。歳入歳出の調整によるものでございます。 

 歳出の合計が５１９万４，０００円でございます。 
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 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３１ 議案第９４号 平成２３年度御代田町公共下水道事業 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第３１ 議案第９４号 平成２３年度御代田町公共下水道事

業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の１０３ページをお願いいたします。 

 議案第９４号 平成２３年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案につ

いて、別冊のとおり提出いたします。 

 次の補正予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２３年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定

めるところによる。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、それぞれ５６８万７，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ６億４，６８５万円とする。 

 款項の区分につきましては、次の２ページをご覧ください。歳入です。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。既定額に１，０００万円の増額をお願

いいたします。受益者負担金の見込み増によるものでございます。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金。既定額より２，０００万円の減額をお願い

いたします。款１の負担金と次の款５の繰越金の増額について、他会計、一般会計

からの繰入金の減で調整するものでございます。 

 款５の繰越金。項１、繰越金につきましては、既定額に１，５６８万７，０００
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円の増額をお願いいたします。 

 歳入合計といたしまして、５６８万７，０００円の増額をお願いいたします。 

 続きまして次のページ、歳出でございます。 

 款１、土木費。項１、都市計画費。既定額に１２０万円の増額をお願いいたしま

す。受益者負担金の全納補償金の件数が増えてまいりまして、見込みによる増額で

ございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。こちらは財源変更でございます。 

 款３、予備費。項１、予備費。既定額に４４８万７，０００円の増額をお願いい

たします。こちらは歳入歳出の調整によるものでございます。 

 歳出の合計といたしまして、既定額に５６８万７，０００円の増額をお願いいた

します。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３２ 平成２２年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足 

比率の報告について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第３２ 平成２２年度御代田町財政健全化判断比率及び資金

不足比率の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の１０４ページをお願いをいたします。 

 平成２２年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の

規定により、財政の健全化に関する比率を別紙のとおり報告をします。 
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 次のページをお願いいたします。 

   平成２２年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の

規定により、財政の健全化に関する比率を次のとおり報告をいたします。 

 まず、実質赤字比率ですけれども、この表の見方なんですけれども、黒字のため、

黒字のものについては、数値なしということで、横棒になっております。それから、

その下の括弧内ですけれども、これは当該地方公共団体の早期健全化基準を括弧内

に記載ということで、これ以下であればいいということであります。 

 まず、実質赤字比率であります。実質赤字比率につきましては、標準的な財政規

模に対する一般会計等における実質赤字の割合で、当町では赤字がないため、数値

なしとなっております。 

 続きまして連結実質赤字比率であります。これにつきましては、標準的な財政規

模に対するすべての会計における実質赤字の割合で、実質赤字比率と同様に、当町

では赤字額がないため、数値なしとなっております。 

 続きまして実質公債費比率であります。これについては、８．２％というもので

あります。内容ですけれども、標準的な財政規模に対する一般会計等が負担する借

金の返済等の割合であります。これは３カ年平均で計算がされます。本年は８．２

ということでありまして、前年は９．４ということになっておりまして、１．２ポ

イント改善がされております。この改善された理由ですけれども、過去の借り入れ

に対する償還のピークが過ぎたこと、及び平成２１年度に実施をいたしました繰上

償還等によるものでございます。 

 続きまして、将来負担比率であります。これにつきましては、標準的な財政規模

に対する一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の額の割合で、当町では将来負

担額に対しまして財政調整基金等の基金残額などの、いわゆる充当財源が上回るた

め、数値なしとなっております。ということで、将来に対して返すべきお金に対し

て、基金があるということの中で、充当が十分にできるということで、数値なしと

いうことであります。 

 続きまして公営企業会計に係る資金不足比率であります。これにつきましても、

資金不足が生じないため、数値なしということになっております。 

 報告については以上でございます。よろしくお願いをしたいと思います。 
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〇議長（栁澤 治君） 以上で、報告を終わります。 

 監査委員より財政健全化審査意見書が提出されております。監査委員より報告を

求めます。 

 泉 喜久男代表監査委員。 

（代表監査委員 泉 喜久男君 登壇） 

〇代表監査委員（泉 喜久男君） 監査委員を代表して、財政健全化法に定める審査結果

のご報告を申し上げます。 

 まず、財政健全化法第３条と審査意見であります。なお、第３条関係の意見書は、

お手元の本日の定例会資料１０６ページに記載してございます。 

 私と議会選出の武井監査委員とは、地方公共団体の財政の健全化に関する法律、

いわゆる財政健全化法第３条に基づき、町長より提出されました健全化判断比率及

び算定の基礎となる事項を記載した関係書類を慎重に審査いたしました。 

 第１に、審査の概要であります。 

 健全化判断比率算定の基礎となる関係書類が、法令に準拠して適正に作成されて

いるか、また、この資料に基づいて算定された健全化判断比率は、正確なものであ

るかに主眼を置いて、財政健全化審査を行いました。 

 次に、審査の結果であります。 

 健全化判断比率の算定の基礎となる事項を記載した書類は、適正に作成されてお

り、これに基づいて算定された意見書記載の実質赤字比率、連結赤字比率、実質公

債費比率、将来負担比率等の財政健全化比率は、いずれも適正に算定手続がなされ

ているものと認めました。 

 個別に申し上げますと、平成２２年度の御代田町の一般会計に健全化法による特

別会計の一部を加算した、一般会計等の実質収支は黒字であり、実質赤字は計上さ

れておりません。したがいまして、財政運営の悪化の度合いを示す指標、即ち一般

会計等の実質赤字額と、標準財政規模との関係比率である実質赤字比率、連結赤字

比率、これらはいずれも分子となる赤字数値がありませんので、算出されておりま

せん。 

 次に、実質公債費比率は一般会計等が負担する元利償還金などの標準財政規模に

対する比率で、財政運営の弾力性の度合いを示す指数、当町では８．２であります。

財政健全化計画を作成すべき基準比率は２５％であり、問題はないものと判断でき
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ます。なお、起債許可基準は１８％ですので、この面からも問題はございません。 

 更に、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率、

即ち将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す指標であります将来負担比

率も、分子となる将来負担額が、数値が算定されておりません。なお、財政健全化

計画を作成すべき基準比率は３５０％ですので、この面でも問題もございません。 

 以上が、財政健全化法第３条の審査意見であります。 

 次に、財政健全化法第２２条に定める、公営企業の資金不足について申し上げま

す。 

 なお、２２条関係の意見書は、お手元資料の最終のページ、１０７ページに記載

されております。 

 さて、審査にあたりましては、第３条の健全化判断比率の審査に準じて所要の審

査手続を実施いたしました。その結果、平成２２年度決算に基づく水道事業や下水

道事業等５つの関係公営企業は、いずれも資金収支に問題はなく、資金不足が生じ

ておりません。このため、法令に基づき算定される事業の規模に対する資金不足比

率につきましては、算定されてございませんでした。 

 以上の結果、財政健全化法第３条及び第２２条に関連して、是正・改善を要する

と指摘すべき事項はございませんでした。 

 なお、ただいま申し上げました審査意見は、私と武井監査委員が、健全化法に定

める合議により決定したものでありますことを、念の為申し添え、報告を終わらせ

ていただきます。 

 ありがとうございました。 

〇議長（栁澤 治君） 以上で、監査委員からの報告を終わります。 

 これより、議題に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２２年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報

告を終わります。 

 以上で、すべての議案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 
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 ただいま議題となっております議案第６９号から議案第９４号までについては、

会議規則第３９条の規定により、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、

それぞれ所管の常任委員会に付託いたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案付託表のとおり、各常任委員会に付託することに決しました。 

 

－－－日程第３３ 請願第６号 消費税増税に反対する請願について－－－ 

－－－日程第３４ 請願第７号 郵政改革法案の速やかな成立を求める請願 

について－－－ 

〇議長（栁澤 治君） 日程第３３ 請願第６号 消費税増税に反対する請願について、

日程第３４ 請願第７号 郵政改革法案の速やかな成立を求める請願についてま

では、今定例会に提出され、受理いたしました。 

 お手元に配付してあります請願付託表のとおり、会議規則第９２条の規定によ

り、所管の常任委員会に付託いたしますので、審査願います。 

 以上で、本日の議事日程は、すべて終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

散 会 午後 ４時１５分 


